
泉
鏡
花
文
学
に
お
け
る
柳
田
民
俗
学
の
受
容

は
じ
め
に

日
本
民
俗
学
の
泰
斗
・
柳
田
国
男
は
、
『
故
郷
七
十
年
』
(
昭
和

M
・
口
、
の
じ
ぎ
く
文
庫
)
で
、
泉
鏡
花
は
「
生
涯
懇
意
に
し
た
友

人
の
一
人
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

分
野
は
異
な
る
が
、
と
も
に
民
俗
の
世
界
へ
の
深
い
理
解
を
基
盤

と
し
て
、
卓
越
し
た
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
柳
田
国
男
と
泉
鏡
花
は
、

互
い
の
仕
事
を
高
く
評
価
し
合
っ
て
い
た
。
早
く
か
ら
「
鏡
花
の
小

説
の
淵
源
す
る
所
」
三
が
口
碑
伝
説
で
あ
る
と
看
破
し
、
「
泉
君
最

展
」
(
田
山
荘
袋
『
東
京
の
三
十
年
』
大
E

6
・
6
、
博
文
館
)
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
鏡
花
文
学
を
愛
好
し
て
い
た
柳
田
は
、
民
俗
学
の
第

一
人
者
と
し
て
声
望
を
得
た
後
も
鏡
花
へ
の
最
大
級
の
讃
辞
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
柳
田
は
田
山
花
袋
を
は
じ
め
と
し
て

広
く
文
学
者
と
交
友
が
あ
っ
た
が
、
「
遣
箇
鏡
花
観
」
(
「
新
小
説
」

大
E

M
・
5
)
ほ
ど
の
熱
烈
な
オ
マ

l
ジ
ュ
を
捧
げ
た
作
家
は
鏡
花

安

部

亜

由

美

の
他
に
い
な
い
。

他
方
、
鏡
花
も
『
膝
栗
毛
』
や
『
雨
月
物
語
』
と
と
も
に
、
柳
田

の
著
書
を
愛
読
し
た
(
小
村
雪
岱
「
泉
鏡
花
先
生
と
唐
李
長
吉
」
昭

和
白
・

5
、
初
版
『
鏡
花
全
集
』
月
報
、
岩
波
書
眉
)
。
鏡
花
が
柳

田
の
『
遠
野
物
語
』
(
明
治
相
・

6
、
阜
県
精
堂
)
を
賛
嘆
し
て
「
遠

野
の
奇
聞
」
(
「
新
小
説
」
明
治
相
・

9
、
H
)
を
著
し
、
昭
和
期

に
は
柳
田
民
俗
学
の
影
響
の
色
濃
い
「
山
海
評
判
記
」
(
「
時
事
新

報
」
昭
和
4
・
7
・
2
5
H
-
g
や
「
員
の
穴
に
河
童
の
居
る
事
」

(
「
古
東
多
万
」
昭
和
6
・
9
)
を
発
表
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
正
期
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
須
田
千
里
氏
が
「
鏡

花
文
学
に
お
け
る
前
近
代
的
素
材
(
下
)
」
三
の
中
で
、
柳
田
の
影

響
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
鏡
花
が
い
つ
頃
か
ら
柳
田
民
俗
学
に
関
心
を
持
ち
、
作

品
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
く
の
か
、
時
期
に
よ
っ
て
受
容
の
あ
り
方
に
変

遷
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
含
め
、
柳
田
民
俗
学
受
容
の
全
体
像
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は
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
鏡
花
作
品
に
お
け

る
柳
田
の
痕
跡
|
|
十
な
わ
ち
、
柳
田
へ
の
言
及
や
柳
田
町
著
作
か

ら
の
受
容
を
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

『
遠
野
物
語
』
と
「
遠
野
の
奇
聞
」

『
故
郷
七
十
年
』
に
拠
れ
ば
、
柳
田
国
男
と
泉
鏡
花
は
吉
田
賢
龍

を
通
じ
て
東
京
帝
大
の
寄
宿
舎
で
初
め
て
対
面
し
、
「
暇
さ
へ
あ
れ

ば
小
石
川
の
家
を
訪
ね
て
行
」
く
間
柄
に
な
っ
た
と
い
う
。
小
林
輝

冶
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
一
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
言
。

当
時
の
交
友
を
反
映
し
て
、
鏡
花
は
「
錦
帯
記
」
(
明
治
担
・

2
、

春
陽
堂
)
車
や
「
場
島
詣
」
{
明
治
担
・
口
、
春
陽
堂
)
書
、
「
道
中

一
枚
絵
そ
の
一
」
{
「
文
芸
倶
楽
部
」
明
治
幻
・
-
)
吉
に
柳
田
を

モ
デ
ル
と
し
た
人
物
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
作

品
で
柳
田
は
「
帝
大
生
」
「
少
紳
士
」
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
鏡

花
が
柳
田
の
詩
や
初
期
の
著
作
を
ど
う
評
価
し
て
い
た
か
を
窺
い
知

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

鏡
花
が
柳
田
の
著
作
に
言
及
し
た
最
初
の
文
章
は
、
冒
頭
で
も
触

れ
た
「
遠
野
の
奇
聞
」
で
あ
る
。
『
遠
野
物
語
』
に
対
す
る
島
崎
藤

村
の
「
『
遠
野
物
語
』
の
著
者
を
民
族
心
理
の
研
究
者
の
霊
異
の
採

集
者
と
し
て
よ
り
も
、
観
察
の
豊
富
な
旅
人
と
し
て
見
た
い
」
(
「
『
遠

野
物
語
』
」
、
「
中
学
世
界
」
明
治
相
・

7
)
や
、
田
山
花
袋
の
「
道

楽
に
過
ぎ
た
や
う
に
も
恩
は
れ
る
」
(
「
イ
ン
キ
壷
」
、
「
文
章
世
界
」

明
治
相
・

7
)
と
い
う
評
と
比
べ
る
と
、
「
再
読
三
読
、
尚
ほ
飽
く

こ
と
を
知
ら
ず
」
「
近
来
の
快
心
事
、
類
少
な
き
奇
観
な
り
」
と
い

う
鏡
花
の
称
賛
は
際
立
っ
て
い
る
。
「
お
化
け
」
好
き
の
鏡
花
が
、

天
狗
や
山
男
を
活
写
し
た
『
遠
野
物
語
』
を
愛
読
し
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
殊
に
当
時
文
壇
を
圧
倒
し
て
い
た
自
然
主
義
の
潮
流

に
、
辛
う
じ
て
談
話
と
い
う
形
で
反
発
を
示
し
て
い
た
鏡
花
に
と
っ

て
、
か
ね
て
よ
り
花
袋
ら
の
作
品
に
批
判
的
《
主
で
あ
っ
た
柳
田
が

時
流
に
背
い
て
『
遠
野
物
語
』
を
発
表
し
た
こ
と
は
、
「
頼
も
し
い

援
軍
」

E
「
自
ら
の
お
化
け
へ
の
志
向
を
肯
定
さ
れ
た
」

Z
と
感
じ

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
歓
喜
が
「
遠
野
町
奇
聞
」
の
熱
烈
な
讃
辞

に
繋
が
っ
た
と
い
う
語
家
の
指
摘
も
首
肯
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
心
理
的
な
影
響
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
遠
野
物

語
』
が
実
際
に
鏡
花
の
小
説
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
見
解
に
は
疑

問
が
あ
る
。
笠
原
伸
夫
氏
は
「
こ
れ
(
引
用
者
注
・
『
遠
野
物
語
』
)

を
契
機
と
し
て
鏡
花
の
世
界
に
潜
在
し
て
い
た
妖
怪
が
は
っ
き
り
と

し
た
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
」
2
9
と
し
て
、
「
夜
叉
ケ
池
」
(
「
演

芸
倶
楽
部
」
大
正

2
・
3
)
や
「
天
守
物
語
」
(
「
新
小
説
」
大
E

6
・
9
)
を
そ
の
成
果
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り

で
は
、
明
治
末
か
ら
大
E
初
年
に
か
け
て
の
作
品
に
『
遠
野
物
語
』

か
ら
の
具
体
的
な
摂
取
を
看
取
で
き
な
い
。
ま
た
『
遠
野
物
語
』
以
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楽
部
」
大
正

2
・
3
)
や
「
天
守
物
語
」
(
「
新
小
説
」
大
E

6
・
9
)
を
そ
の
成
果
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り

で
は
、
明
治
末
か
ら
大
E
初
年
に
か
け
て
の
作
品
に
『
遠
野
物
語
』

か
ら
の
具
体
的
な
摂
取
を
看
取
で
き
な
い
。
ま
た
『
遠
野
物
語
』
以
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前
に
も
「
草
迷
宮
」
(
明
治
4
・
1
、
春
陽
堂
)
の
知
く
妖
怪
の
暗

属
す
る
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
書
の
影
響

に
よ
る
作
風
の
変
化
も
認
め
難
い
。

『
遠
野
物
語
』
は
鏡
花
に
強
い
印
象
を
与
え
た
が
、
す
ぐ
に
そ
の

創
作
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

鏡
花
が
柳
田
民
俗
学
を
受
容
し
始
め
る
の
は
大
E
以
降
で
あ
り
、
『
遠

野
物
語
』
は
鏡
花
が
柳
田
の
著
作
に
親
し
む
素
地
を
つ
く
っ
た
と
見

な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
章
で
は
、
『
遠
野
物
語
』
を
愛
読
し
た
鏡

花
が
、
そ
の
後
、
い
つ
頃
か
ら
柳
田
民
俗
学
を
受
容
し
始
め
る
の
か
、

更
に
検
証
を
進
め
て
ゆ
く
。

「
郷
土
研
究
」

「
遠
野
の
奇
聞
」
以
後
、
鏡
花
が
柳
田
に
言
及
し
た
最
も
早
い
例

は
、
「
み
な
わ
集
の
事
な
ど
」
(
「
新
小
説
」
大
正
日
・

8
)
の
次
の

個
所
で
あ
る
。

愚
聞
と
言
へ
ば
|
I
お
話
は
少
々
違
ひ
ま
す
が
、
柳
田
国
男

氏
は
典
範
と
す
べ
き
紳
士
で
、
そ
し
て
学
者
で
す
。
古
今
に
わ

た
っ
た
深
い
趣
味
の
中
の
一
っ
と
し
て
、
山
男
、
山
女
の
生
活

に
精
し
い
の
で
す
。
剛
刷
洲
封
附
悶
寸
剖
1
矧
品
捌
到
に
山
人

外
伝
志
料
と
言
ふ
の
が
あ
っ
て
、
明
細
に
研
究
を
さ
れ
て
居
ま

す
が
、
一
口
に
言
へ
ば
、
い
や
早
合
点
で
申
せ
ば
、
時
殿
ぽ
，
q

ま
り
山
奥
U

さ

れ

た

対

と

言

「

E
る

山
男
は
分
り
ま
し
た
。
其
処
で
山
姫
は
何
で
せ
う
か
と
-EE---
い

つ
か
会
っ
た
時
、
霧
、
霞
の
振
袖
に
、
一
戸
臨
升
麻
、
白
根
葵
の

裾
模
様
を
、
意
気
込
ん
で
聞
い
た
も
の
で
す
。
余
り
奇
聞
に
、

し
ば
ら
く
考
へ
て
居
な
す
っ
た
つ
け
。
そ
れ
は
あ
な
た
、
山
男

の
娘
で
す
よ
。
端
的
明
快
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
此
方
に
予
備

知
識
が
な
い
と
、
言
ふ
こ
と
が
と
ん
ま
で
、
間
抜
で
、
愚
間
以

上
の
奇
聞
に
な
り
ま
す
。
|
|
お
恥
か
し
い
ね
。

傍
線
を
付
し
た
「
郷
土
研
究
」
と
は
、
大
正
二
年
三
月
に
柳
田
が
神

話
学
者
の
高
木
俊
雄
と
と
も
に
創
刊
し
た
、
日
本
で
最
初
の
民
俗
学

の
専
門
誌
で
あ
る
。
高
木
は
創
刊
後
わ
ず
か
一
年
で
同
誌
を
去
り
、

以
後
、
大
正
六
年
三
月
の
休
刊
ま
で
柳
田
が
ほ
ぼ
独
力
で
踊
集
を
担

当
し
た
。
鏡
花
が
引
用
文
中
で
言
及
す
る
の
は
、
柳
田
の
「
山
人
外

伝
資
料
(
山
男
山
女
山
丈
山
姥
山
童
山
姫
の
話
)
」
(
「
郷
土
研
究
」

大
正

2
・
3
、
4
、
8
、
9
、
大
E

6
・
2
)

で
あ
る
。
こ
の
論
考

は
副
題
の
通
り
、
山
男
や
山
女
(
山
人
と
総
称
す
る
)
に
つ
い
て
の

文
献
や
談
話
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
波
線
部
で
鏡
花
が
要
約
す

る
よ
う
に
、
柳
田
は
山
人
H

先
住
民
説
を
主
張
し
て
い
た
。
『
遠
野

物
語
』
で
山
男
の
話
を
愛
読
し
た
鏡
花
が
、
そ
の
発
展
的
論
考
で
あ

る
「
山
人
外
伝
資
料
」
へ
と
読
み
進
め
て
い
っ
た
の
は
、
自
然
な
流

れ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
「
郷
土
研
究
」
に
つ
い
て
、
鏡
花
は
「
文
壇
思
ひ
出
話
」
を
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テ
1
7
と
し
て
行
わ
れ
た
「
新
潮
合
評
会
」
第
二
十
三
回
(
「
新
潮
」

大
E

M
・
4
)
で
も
言
及
し
て
い
る
。

か
る
こ

「
軽
子
」
と
い
ふ
意
味
、
あ
れ
は
担
ふ
と
い
ふ
意
味
で
す
よ
。

カ
ル
ウ
、
ニ
ナ
フ
だ
さ
う
で
す
。
牛
込
の
軽
子
坂
と
か
碓
氷
の

軽
井
沢
町
や
う
に
で
す
ね
、
側
剛
剖
刈
叫
寸
矧
剖
捌
剣
同
叫
剣

U

刻
剖
刈
叫
剖
円
。

右
は
座
談
会
の
席
上
で
、
二
莱
亭
四
迷
の
『
カ
ル
コ
集
』
(
明
治
4

・
1
、
春
陽
堂
)
が
話
題
と
な
っ
た
際
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
発
言

は
、
柳
田
の
地
名
研
究
の
代
表
的
論
考
「
田
代
と
軽
井
沢
」
(
「
郷

土
研
究
」
大
正

4
・
2
、
の
ち
『
地
名
の
研
究
』
昭
和
H
・
ー
、
古

今
書
院
、
収
録
)
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
名
考
証
を
座
談

会
で
披
露
す
る
ほ
ど
、
「
郷
土
研
究
」
か
ら
得
た
知
識
が
鏡
花
に
定

着
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
「
郷
土
研
究
」
は
鏡
花
作
品
に
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
の
か
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
具
体
的
に
検
証
し
て
ゆ

く
。
ま
ず
、
田
中
励
儀
氏
は
、
「
峰
茶
屋
心
中
」
(
「
新
小
説
」
大
正

6
・
4
)
の
「
龍
燈
の
伝
説
で
も
あ
り
さ
う
な
老
樹
」
と
い
う
表
現

が
、
柳
田
の
龍
燈
松
伝
説
を
扱
っ
た
「
住
松
考
」
(
大
E

4
・
え

の
ち
『
神
樹
篇
』
昭
和

m
・
3
、
実
業
之
友
社
、
収
録
)
、
「
住
祭

と
子
供
」
(
大
正

4
・
5
、
同
上
て
「
龍
燈
松
伝
説
」
(
大
E

4
・

6
、
同
上
)
等
に
触
発
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
【
一
二
。
し
か
し
、
田
中

氏
も
断
る
よ
う
に
、
龍
燈
松
伝
説
自
体
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
右

の
表
現
だ
け
で
柳
田
の
影
響
と
断
定
す
る
の
は
疑
問
が
残
る
。

前
掲
注
合
己
須
田
論
文
は
、
「
龍
胆
と
撫
子
」
(
「
良
婦
之
友
」

大
正
日
・

1
1
6、
「
女
性
」
大
正
H
・

8
1
u
・
9
)
お
よ
び
「
隣

の
糸
」
(
「
女
性
」
大
正
日
・

4
)
に
見
え
る
「
呼
名
の
怪
」
が
、

柳
田
「
呼
名
の
怪
」
(
大
正
5
・

l
)
に
拠
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

柳
田
「
呼
名
の
怪
」
は
、
桜
井
秀
「
俗
信
雑
記
(
一
)
呼
名
の
量
」

(
大
正
2
・

5
)
を
踏
ま
え
た
記
事
で
あ
り
、
鏡
花
は
「
俗
信
雑
記
」

も
併
せ
て
参
照
し
て
い
る
。
「
龍
血
と
撫
子
」
の
「
呼
ば
れ
た
も
の

は
、
憐
惚
と
迷
妄
し
て
、
或
は
其
の
ま
与
に
行
方
を
失
ひ
、
甚
し
き

は
生
命
を
取
ら
れ
る
」
(
扉
風
の
絵
)
は
、
桜
井
の
引
用
す
る
一
条

兼
香
の
日
記
「
去
月
世
上
申
沙
汰
、
夜
々
無
誰
人
令
老
若
共
呼
、
令

呼
与
其
人
横
死
又
不
知
行
方
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

同
じ
く
「
龍
血
と
撫
子
」
の
「
寺
と
言
ふ
ほ
ど
で
も
な
い
、
先
づ

ひ

己

目

庵
ぢ
や
が
、
こ
〉
に
毛
坊
主
の
非
事
理
、
年
を
と
っ
た
、
優
婆
塞
が

一
人
住
ん
で
居
ま
し
た
」
(
紺
紙
蝶
影
)
も
、
柳
田
「
毛
坊
主
考
」

(
大
正
3
・
3
1
4
・

2
)
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

ま
た
、
柳
田
の
「
亙
女
考
」
(
「
郷
土
研
究
」
大
E

2
・
3
5
3

・
2
)
は
「
山
海
評
判
記
」
に
影
響
を
与
え
た
論
考
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
は
「
蝶
々
の
目
」
(
「
国
本
」
大
正

m

・
3
)
の
次
の
個
所
に
も
看
取
で
き
る
。

小
母
ち
ゃ
ん
の
背
の
笈
の
中
に
、
何
事
も
な
く
納
っ
て
通
る
が
、

湯
か
ら
帰
り
が
け
に
、
此
処
ま
で
来
る
と
・
・
:
:
(
湯
ざ
め
を
し

-20 -

テ
1
7
と
し
て
行
わ
れ
た
「
新
潮
合
評
会
」
第
二
十
三
回
(
「
新
潮
」

大
E

M
・
4
)
で
も
言
及
し
て
い
る
。

か
る
こ

「
軽
子
」
と
い
ふ
意
味
、
あ
れ
は
担
ふ
と
い
ふ
意
味
で
す
よ
。

カ
ル
ウ
、
ニ
ナ
フ
だ
さ
う
で
す
。
牛
込
の
軽
子
坂
と
か
碓
氷
の

軽
井
沢
町
や
う
に
で
す
ね
、
側
剛
剖
刈
叫
寸
矧
剖
捌
剣
同
叫
剣

U

刻
剖
刈
叫
剖
円
。

右
は
座
談
会
の
席
上
で
、
二
葉
亭
四
迷
の
『
カ
ル
コ
集
』
(
明
治
4

・
1
、
春
陽
堂
)
が
話
題
と
な
っ
た
際
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
発
言

は
、
柳
田
の
地
名
研
究
の
代
表
的
論
考
「
田
代
と
軽
井
沢
」
(
「
郷

土
研
究
」
大
正

4
・
2
、
の
ち
『
地
名
の
研
究
』
昭
和
H
・
ー
、
古

今
書
院
、
収
録
)
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
名
考
証
を
座
談

会
で
披
露
す
る
ほ
ど
、
「
郷
土
研
究
」
か
ら
得
た
知
識
が
鏡
花
に
定

着
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
「
郷
土
研
究
」
は
鏡
花
作
品
に
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
の
か
。
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
具
体
的
に
検
証
し
て
ゆ

く
。
ま
ず
、
田
中
励
儀
氏
は
、
「
峰
茶
屋
心
中
」
(
「
新
小
説
」
大
正

6
・
4
)
の
「
龍
燈
の
伝
説
で
も
あ
り
さ
う
な
老
樹
」
と
い
う
表
現

が
、
柳
田
の
龍
燈
松
伝
説
を
扱
っ
た
「
住
松
考
」
(
大
E

4
・
え

の
ち
『
神
樹
篇
』
昭
和

m
・
3
、
実
業
之
友
社
、
収
録
)
、
「
住
祭

と
子
供
」
(
大
正

4
・
5
、
同
上
て
「
櫨
燈
松
伝
説
」
(
大
E

4
・

6
、
同
上
)
等
に
触
発
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
【
一
二
。
し
か
し
、
田
中

氏
も
断
る
よ
う
に
、
龍
燈
松
伝
説
自
体
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
右

の
表
現
だ
け
で
柳
田
の
影
響
と
断
定
す
る
の
は
疑
問
が
残
る
。

前
掲
注
合
己
須
田
論
文
は
、
「
櫨
胆
と
撫
子
」
(
「
良
婦
之
友
」

大
正
日
・

1
1
6、
「
女
性
」
大
正
H
・

8
1
u
・
9
)
お
よ
び
「
隣

の
糸
」
(
「
女
性
」
大
正
目
・

4
)
に
見
え
る
「
呼
名
の
怪
」
が
、

柳
田
「
呼
名
の
怪
」
(
大
正
5
・

l
)
に
拠
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

柳
田
「
呼
名
の
怪
」
は
、
桜
井
秀
「
俗
信
雑
記
(
一
)
呼
名
の
量
」

(
大
正
2
・

5
)
を
踏
ま
え
た
記
事
で
あ
り
、
鏡
花
は
「
俗
信
雑
記
」

も
併
せ
て
参
照
し
て
い
る
。
「
能
血
と
撫
子
」
の
「
呼
ば
れ
た
も
の

は
、
憐
憶
と
迷
妄
し
て
、
或
は
其
の
ま
与
に
行
方
を
失
ひ
、
甚
し
き

は
生
命
を
取
ら
れ
る
」
(
扉
風
の
絵
)
は
、
桜
井
の
引
用
す
る
一
条

兼
香
の
日
記
「
去
月
世
上
申
沙
汰
、
夜
々
無
誰
人
令
老
若
共
呼
、
令

呼
与
其
人
横
死
又
不
知
行
方
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

同
じ
く
「
龍
血
と
撫
子
」
の
「
寺
と
言
ふ
ほ
ど
で
も
な
い
、
先
づ

ひ

己

目

庵
ぢ
や
が
、
こ
〉
に
毛
坊
主
の
非
事
理
、
年
を
と
っ
た
、
優
婆
塞
が

一
人
住
ん
で
居
ま
し
た
」
(
紺
紙
蝶
影
)
も
、
柳
田
「
毛
坊
主
考
」

(
大
正
3
・
3
1
4
・

2
)
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

ま
た
、
柳
田
の
「
亙
女
考
」
(
「
郷
土
研
究
」
大
E

2
・
3
5
3

・
2
)
は
「
山
海
評
判
記
」
に
影
響
を
与
え
た
論
考
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
は
「
蝶
々
の
目
」
(
「
国
本
」
大
正

m

・
3
)
の
次
の
個
所
に
も
看
取
で
き
る
。

小
母
ち
ゃ
ん
の
背
の
笈
の
中
に
、
何
事
も
な
く
納
っ
て
通
る
が
、

湯
か
ら
帰
り
が
け
に
、
此
処
ま
で
来
る
と
・
・
:
:
(
湯
ざ
め
を
し
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な
い
や
う
に
)
|
|
半
纏
の
笈
摺
が
づ
〉
ん
と
重
く
成
る
。

み

と

ー
ー
諾
固
遍
歴
の
神
座
だ
と
、
此
処
へ
笈
を
下
し
て
、
菖
蒲
塚

を
築
く
か
、
小
町
の
柳
を
植
ゑ
よ
う
と
言
ふ
段
取
で
あ
る
。

柳
田
は
「
箱
石
と
笈
の
塚
{
座
女
考
の
八
)
」
、
「
頼
政
の
墓
(
亙
女

考
の
九
)
」
で
、
漂
泊
の
座
女
が
御
神
体
を
収
め
た
笈
を
下
ろ
し
、

土
着
化
し
た
と
い
う
口
碑
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
小
野
小
町
や

菖
蒲
御
前
な
ど
歴
史
上
有
名
な
女
性
の
伝
説
へ
と
変
化
し
た
、
と
い

う
説
を
述
べ
て
お
り
、
「
蝶
々
の
目
」
の
記
述
は
こ
の
説
を
踏
ま
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
蝶
々
の
目
」
以
前
に
も
、
例
え

ば
「
星
の
歌
舞
伎
」
{
「
女
の
世
界
」
大
正

4
・
5
5
8
の
よ
う

に
、
〈
亙
女
〉
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
作
品
は
あ
る
が
、
「
座
女

考
」
の
影
響
を
看
取
で
き
な
い
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
大
正
四
年
の
時

点
で
「
郷
土
研
究
」
を
読
ん
で
い
な
い
と
断
定
す
る
の
は
早
計
で
あ

る
が
、
情
況
証
拠
の
一
っ
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

続
い
て
、
「
由
縁
の
女
」
{
「
婦
人
画
報
」
大
E
8
・
1
・
1
1
m

・
2
・
1
)
に
は
、
本
章
冒
頭
で
触
れ
た
「
山
人
外
伝
資
料
」
の
影

響
を
推
定
で
き
る
個
所
が
あ
る
。
同
作
に
は
、
麻
野
川
上
流
の
白
菊

やまさ

谷
か
ら
市
街
に
薪
と
炭
を
売
り
に
来
る
山
の
民
・
「
山
丈
」
が
登
場

や書さ

す
る
。
こ
の
「
山
丈
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
柳
田
が
山
人
の
呼
称
の

士
宮
ギ
4
3

一
つ
と
し
て
挙
げ
る
「
山
丈
」
と
類
似
す
る
が
、
既
に
笠
原
伸
夫

、
一
一
一
'
や
奮
さ

氏
が
指
摘
す
る
通
り
，
一
一
、
、
本
作
の
「
山
丈
」
は
柳
田
の
い
う
山
人

と
は
相
違
す
る
。
『
金
沢
市
史
・
資
料
編
M
民
俗
』
(
平
成
日
・
3
、

金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
福
)
第
二
章
第
三
節
「
山
間
地
の
な
り
わ

い
」
に
拠
れ
ば
、
金
沢
周
辺
の
山
間
地
域
は
戦
前
ま
で
木
炭
の
産
地

で
あ
り
、
「
雪
の
な
い
季
節
は
一
度
に
六
俵
を
背
負
い
」
「
積
雪
期

に
は
竹
を
割
っ
て
ソ
り
を
作
り
八

1
十
俵
を
つ
け
て
」
山
か
ら
木
炭

やまさ

を
運
搬
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
「
山
丈
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て

は
、
『
綜
合
日
本
民
俗
語
骨
量
』
第
四
巻
(
昭
和
訓
・

3
、
柳
田
国
男

監
修
、
民
俗
学
研
究
所
編
、
平
凡
社
)
に
「
ヤ
マ
サ
樵
夫
を
い
う
。

奄
美
群
島
の
喜
界
島
町
昔
話
に
み
え
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
金
沢
周

辺
で
こ
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
た
か
否
か
は
現
時
点
で
は
未
確
認
で

やまさ

あ
る
。
よ
っ
て
、
「
山
丈
」
を
柳
田
町
山
人
研
究
の
摂
取
と
す
る
こ

やまさ

と
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
作
で
「
山
丈
」
の
一
人

やま
b

・o

-
甚
次
郎
が
、
繰
り
返
し
「
山
操
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意

2
2
 

を
要
す
る
。
「
山
猿
」
も
柳
田
町
挙
げ
る
山
人
の
呼
称
の
一
つ
で
あ

り
、
甚
次
郎
の
「
も
そ
り
と
立
ち
、
手
を
だ
ら
り
と
下
げ
、
半
面
熊

の
や
う
な
毛
の
中
に
、
だ
ら
し
な
く
、
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
聞
け
て
、

ど
ろ
ん
と
濁
っ
た
、
黄
色
い
目
」
(
二
十
九
)
と
い
う
風
貌
は
、
柳

田
の
山
人
研
究
で
描
き
出
さ
れ
た
山
人
像
に
類
似
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
郷
土
研
究
」
の
影
響
は
、
大
正
期
の
み
な
ら
ず
、
昭
和

期
の
作
品
に
も
及
ん
で
い
る
。
「
員
の
穴
に
河
童
が
居
る
事
」
に
は
、

「
ひ
ょ
う
/
¥
」
と
飛
ぶ
河
童
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
尾
花
生
(
加

藤
雄
吉
)
「
河
童
の
話
」
(
大
正

3
・
5
)

の
「
鹿
児
島
で
は
春
の

彼
岸
の
頃
か
ら
夜
分
に
限
っ
て
|
|
殊
に
多
く
は
雨
な
ど
の
そ
ぼ
降
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な
い
や
う
に
)
|
|
半
纏
の
笈
摺
が
づ
〉
ん
と
重
く
成
る
。

み

と

ー
ー
諸
国
遍
歴
の
神
墨
だ
と
、
此
処
へ
笈
を
下
し
て
、
菖
蒲
塚

を
築
く
か
、
小
町
の
柳
を
植
ゑ
よ
う
と
言
ふ
段
取
で
あ
る
。

柳
田
は
「
箱
石
と
笈
の
塚
{
座
女
考
の
八
)
」
、
「
頼
政
の
墓
(
亙
女

考
の
九
)
」
で
、
漂
泊
の
座
女
が
御
神
体
を
収
め
た
笈
を
下
ろ
し
、

土
着
化
し
た
と
い
う
口
碑
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
小
野
小
町
や

菖
蒲
御
前
な
E
歴
史
上
有
名
な
女
性
の
伝
説
へ
と
変
化
し
た
、
と
い

う
説
を
述
べ
て
お
り
、
「
蝶
々
の
目
」
の
記
述
は
こ
の
説
を
踏
ま
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
蝶
々
の
目
」
以
前
に
も
、
例
え

ば
「
星
の
歌
舞
伎
」
{
「
女
の
世
界
」
大
正

4
・
5
5
8
の
よ
う

に
、
〈
亙
女
〉
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
作
品
は
あ
る
が
、
「
座
女

考
」
の
影
響
を
看
取
で
き
な
い
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
大
正
四
年
の
時

点
で
「
郷
土
研
究
」
を
読
ん
で
い
な
い
と
断
定
す
る
の
は
早
計
で
あ

る
が
、
情
況
証
拠
の
一
っ
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

続
い
て
、
「
由
縁
の
女
」
{
「
婦
人
画
報
」
大
E
8
・
1
・
1
1
m

・
2
・
1
)
に
は
、
本
章
冒
頭
で
触
れ
た
「
山
人
外
伝
資
料
」
の
影

響
を
推
定
で
き
る
個
所
が
あ
る
。
同
作
に
は
、
麻
野
川
上
流
の
白
菊

やまさ

谷
か
ら
市
街
に
薪
と
炭
を
売
り
に
来
る
山
の
民
・
「
山
丈
」
が
登
場

令

書

き

す
る
。
こ
の
「
山
丈
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
柳
田
が
山
人
の
呼
称
の

やヰまじゃラ

一
つ
と
し
て
挙
げ
る
「
山
丈
」
と
類
似
す
る
が
、
既
に
笠
原
伸
夫

、
一
一
一
'
や
脅
さ

氏
が
指
摘
す
る
通
り
，
一
一
、
、
本
作
の
「
山
丈
」
は
柳
田
の
い
う
山
人

と
は
相
違
す
る
。
『
金
沢
市
史
・
資
料
編
M
民
俗
』
(
平
成
日
・
3
、

金
沢
市
史
揺
さ
ん
委
員
会
福
)
第
二
章
第
三
節
「
山
岡
地
の
な
り
わ

い
」
に
拠
れ
ば
、
金
沢
周
辺
の
山
間
地
域
は
戦
前
ま
で
木
炭
の
産
地

で
あ
り
、
「
雪
の
な
い
季
節
は
一
度
に
六
俵
を
背
負
い
」
「
積
雪
期

に
は
竹
を
割
っ
て
ソ
り
を
作
り
八

1
十
俵
を
つ
け
て
」
山
か
ら
木
炭

やまさ

を
運
搬
し
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
「
山
丈
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て

は
、
『
綜
合
日
本
民
俗
語
葉
』
第
四
巻
(
昭
和
訓
・

3
、
柳
田
国
男

監
修
、
民
俗
学
研
究
所
編
、
平
凡
社
)
に
「
ヤ
マ
サ
樵
夫
を
い
う
。

奄
美
群
島
の
喜
界
島
町
昔
話
に
み
え
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
金
沢
周

辺
で
こ
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
た
か
否
か
は
現
時
点
で
は
未
確
認
で

やまさ

あ
る
。
よ
っ
て
、
「
山
丈
」
を
柳
田
町
山
人
研
究
の
摂
取
と
す
る
こ

やまさ

と
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
作
で
「
山
丈
」
の
一
人

やま
b

・o

-
甚
次
郎
が
、
繰
り
返
し
「
山
操
」
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意

2
2
 

を
要
す
る
。
「
山
操
」
も
柳
田
町
挙
げ
る
山
人
の
呼
称
の
一
つ
で
あ

り
、
甚
次
郎
の
「
も
そ
り
と
立
ち
、
手
を
だ
ら
り
と
下
げ
、
半
面
熊

の
や
う
な
毛
の
中
に
、
だ
ら
し
な
く
、
あ
ん
ぐ
り
と
口
を
開
け
て
、

ど
ろ
ん
と
濁
っ
た
、
黄
色
い
目
」
(
二
十
九
)
と
い
う
風
貌
は
、
柳

田
の
山
人
研
究
で
描
き
出
さ
れ
た
山
人
像
に
類
似
し
て
い
る
。

さ
ら
に
「
郷
土
研
究
」
の
影
響
は
、
大
正
期
の
み
な
ら
ず
、
昭
和

期
の
作
品
に
も
及
ん
で
い
る
。
「
員
の
穴
に
河
童
が
居
る
事
」
に
は
、

「
ひ
ょ
う
/
¥
」
と
飛
ぶ
河
童
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
尾
花
生
(
加

藤
雄
吉
)
「
何
壷
の
話
」
(
大
正

3
・
5
)

の
「
鹿
児
島
で
は
春
の

彼
岸
の
頃
か
ら
夜
分
に
限
っ
て
|
|
殊
に
多
く
は
雨
な
ど
の
そ
ぼ
降
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る
夜
|
|
ヒ
ョ
ウ
ノ
¥
と
云
ふ
声
が
繁
く
続
い
て
、
空
の
低
い
処
を

南
か
ら
北
へ
行
く
の
を
聞
く
。
(
中
略
)
土
地
の
者
は
之
を
河
童
の

声
だ
と
信
じ
、
河
童
が
水
か
ら
上
っ
て
山
に
登
る
の
だ
と
言
っ
て
居

る
」
と
い
う
記
述
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
証
に
よ
り
、
鏡
花
が
「
郷
土
研
究
」
を
読
み
始
め
た
時

期
が
推
定
で
き
る
。
「
郷
土
研
究
」
は
大
E
二
年
三
月
か
ら
六
年
三

月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
管
見
の
隈
り
で
は
、
大
正
六
年
三
月
以
前

の
影
響
例
を
看
取
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
鏡
花
が
刊
行
時
に
逐
次
読

ん
で
い
た
可
能
性
は
低
い
。
「
郷
土
研
究
」
掲
載
論
考
か
ら
の
影
響

が
見
え
始
め
る
の
は
、
大
正
十
年
前
後
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
大
正
十
年
前
後
の
作
品
に

『
遠
野
物
語
』
の
影
響
を
看
取
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
前
掲
注

合
己
須
田
論
文
が
「
毘
首
掲
摩
」
(
「
国
粋
」
大
正
叩
・

1
1
U

へ
の
影
響
を
、
田
中
励
儀
氏
が

2
0
「
龍
血
と
撫
子
」
へ
の
影
響
を
、

指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
付
言
す
れ
ば
、
「
龍
血
と
撫
子
」
の
二

体
、
土
地
々
々
の
宮
社
に
舞
ふ
獅
子
は
、
其
の
は
じ
め
は
鹿
踊
で
あ

る
。
い
ま
の
獅
子
は
、
い
つ
し
か
角
の
な
く
成
っ
た
鹿
の
頭
だ
さ
う

で
あ
る
」
{
祭
の
獅
子
)
も
『
遠
野
物
語
』
序
文
を
踏
ま
え
て
い
る
。

明
治
四
十
三
年
の
刊
行
か
ら
十
年
も
経
っ
た
こ
の
時
期
に
、
初
め

て
『
遠
野
物
語
』
の
影
警
か
現
れ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
お
そ

ら
く
鏡
花
は
、
大
宣
十
年
前
後
に
「
郷
土
研
究
」
を
入
手
し
、
柳
田

民
俗
学
に
触
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
改
め
て
『
遠
野
物
語
』

を
素
材
と
し
て
見
直
し
、
作
品
に
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か

2
F

現
時
点
で
は
「
郷
土
研
究
」
入
手
の
経
緯
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

鏡
花
が
大
正
十
年
前
後
に
柳
田
民
俗
学
を
受
容
し
始
め
た
こ
と
は
、

以
上
よ
り
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
龍
胆
と
撫
子
」

前
章
で
検
証
し
た
大
正
期
の
作
品
の
中
で
も
、
「
龍
胆
と
撫
子
」

は
特
に
柳
田
民
俗
学
の
影
響
が
色
濃
い
。
以
下
で
は
「
龍
血
と
撫
子
」

の
検
証
を
通
し
て
、
大
E
期
に
お
け
る
柳
田
民
俗
学
受
容
の
あ
り
方

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

前
章
で
は
、
本
作
中
に
柳
田
町
著
作
か
ら
の
影
響
が
、
先
学
の
指

摘
を
含
め
、
四
例
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
他
、
本
作
の

主
人
公
・
雛
吉
と
三
菓
子
に
つ
き
ま
と
う
「
山
寵
」
の
集
団
に
つ
い

て
も
、
森
田
健
治
氏
が
柳
田
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
竺

zr
柳

田
は
明
治
四
十
年
代
よ
り
サ
ン
カ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
「
「
イ

タ
カ
」
及
び
「
サ
ン
カ
」
」
(
「
人
類
学
雑
誌
」
明
治
判
・

9
、
日
、

明
治
相
・

2
)
、
「
所
謂
特
殊
部
落
ノ
種
類
」
(
「
国
家
学
会
雑
誌
」

大
正

2
・
5
)
を
著
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
郷
土
研
究
」
(
大

E

2
・
5
)
の
雑
報
欄
に
「
国
家
学
会
雑
誌
」
掲
載
の
旨
が
告
知
さ

れ
て
お
り
、
鏡
花
が
こ
れ
に
導
か
れ
て
読
ん
だ
可
飽
性
も
一
応
考
え
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る
夜
|
|
ヒ
ョ
ウ
ノ
¥
と
云
ふ
声
が
繁
く
続
い
て
、
空
の
低
い
処
を

南
か
ら
北
へ
行
く
の
を
聞
く
。
(
中
略
)
土
地
の
者
は
之
を
河
童
の

声
だ
と
信
じ
、
河
童
が
水
か
ら
上
っ
て
山
に
登
る
の
だ
と
言
っ
て
居

る
」
と
い
う
記
述
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
証
に
よ
り
、
鏡
花
が
「
郷
土
研
究
」
を
読
み
始
め
た
時

期
が
推
定
で
き
る
。
「
郷
土
研
究
」
は
大
E
二
年
三
月
か
ら
六
年
三

月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
管
見
の
隈
り
で
は
、
大
正
六
年
三
月
以
前

の
影
響
例
を
看
取
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
鏡
花
が
刊
行
時
に
逐
次
読

ん
で
い
た
可
能
性
は
低
い
。
「
郷
土
研
究
」
掲
載
論
考
か
ら
の
影
響

が
見
え
始
め
る
の
は
、
大
正
十
年
前
後
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
大
正
十
年
前
後
の
作
品
に

『
遠
野
物
語
』
の
影
響
を
看
取
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
既
に
前
掲
注

合
己
須
田
論
文
が
「
毘
首
掲
摩
」
(
「
国
粋
」
大
正
叩
・

1
1
U

へ
の
影
響
を
、
田
中
励
儀
氏
が

2
0
「
龍
血
と
撫
子
」
へ
の
影
響
を
、

指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
付
言
す
れ
ば
、
「
龍
血
と
撫
子
」
の
二

体
、
土
地
々
々
の
宮
社
に
舞
ふ
獅
子
は
、
其
の
は
じ
め
は
鹿
踊
で
あ

る
。
い
ま
の
獅
子
は
、
い
つ
し
か
角
の
な
く
成
っ
た
鹿
の
頭
だ
さ
う

で
あ
る
」
{
祭
の
獅
子
)
も
『
遠
野
物
語
』
序
文
を
踏
ま
え
て
い
る
。

明
治
四
十
三
年
の
刊
行
か
ら
十
年
も
経
っ
た
こ
の
時
期
に
、
初
め

て
『
遠
野
物
語
』
の
影
警
か
現
れ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
お
そ

ら
く
鏡
花
は
、
大
宣
十
年
前
後
に
「
郷
土
研
究
」
を
入
手
し
、
柳
田

民
俗
学
に
触
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
改
め
て
『
遠
野
物
語
』

を
素
材
と
し
て
見
直
し
、
作
品
に
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か

2
F

現
時
点
で
は
「
郷
土
研
究
」
入
手
の
経
緯
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

鏡
花
が
大
正
十
年
前
後
に
柳
田
民
俗
学
を
受
容
し
始
め
た
こ
と
は
、

以
上
よ
り
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「
龍
胆
と
撫
子
」

前
章
で
検
証
し
た
大
正
期
の
作
品
の
中
で
も
、
「
櫨
胆
と
撫
子
」

は
特
に
柳
田
民
俗
学
の
影
響
が
色
濃
い
。
以
下
で
は
「
能
血
と
撫
子
」

の
検
証
を
通
し
て
、
大
E
期
に
お
け
る
柳
田
民
俗
学
受
容
の
あ
り
方

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

前
章
で
は
、
本
作
中
に
柳
田
町
著
作
か
ら
の
影
響
が
、
先
学
の
指

摘
を
含
め
、
四
例
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
他
、
本
作
の

主
人
公
・
雛
吉
と
三
葉
子
に
つ
き
ま
と
う
「
山
寵
」
の
集
団
に
つ
い

て
も
、
森
田
健
治
氏
が
柳
田
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
竺

zr
柳

田
は
明
治
四
十
年
代
よ
り
サ
ン
カ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
「
「
イ

タ
カ
」
及
び
「
サ
ン
カ
」
」
(
「
人
類
学
雑
誌
」
明
治
判
・

9
、
日
、

明
治
相
・

2
)
、
「
所
謂
特
殊
部
落
ノ
種
類
」
(
「
国
家
学
会
雑
誌
」

大
正

2
・
5
)
を
著
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
郷
土
研
究
」
(
大

E

2
・
5
)
の
雑
報
欄
に
「
国
家
学
会
雑
誌
」
掲
載
の
旨
が
告
知
さ

れ
て
お
り
、
鏡
花
が
こ
れ
に
導
か
れ
て
読
ん
だ
可
飽
性
も
一
応
考
え
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ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
掲
載
誌
は
硬
派
な
学
術
雑
誌
で
あ
り
、

鏡
花
が
読
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
岡
山
花
袋
が
柳
田
の
話
を
基
に

サ
ン
カ
を
題
材
と
す
る
「
帰
国
」
(
「
新
小
説
」
大
正

5
・
8
)
を

創
作
し
た
こ
と
竺
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
鏡
花
も
サ
ン
カ
に
つ
い
て
柳

田
か
ら
直
接
聞
き
知
っ
た
と
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
う
。

た
だ
し
、
大
正
期
に
は
サ
ン
カ
に
関
す
る
情
報
が
新
聞
等
で
報
道

さ
れ
て
お
り
、
本
作
に
お
け
る
「
山
寓
」
造
型
の
う
ち
、
犯
罪
性
や

暗
号
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
柳
田
を
介
さ
な
く
と
も
描
く
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
。
本
作
発
表
当
時
、
サ
ン
カ
が
一
般
に
犯
罪
集
団
と
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
森
田
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
暗
号

や
規
律
に
つ
い
て
も
、
鹿
野
弥
三
郎
「
山
寓
の
生
活
」
(
「
大
阪
朝

日
新
聞
」
大
正

3
・

u
・
目
、
却
}
は
、
サ
ン
カ
が
狼
煙
や
暗
号
を

使
い
、
整
然
と
し
た
規
律
を
持
っ
と
述
べ
、
「
河
原
の
積
石
」
(
「
読

売
新
聞
」
大
E
m
-
7
・

uプ
も
サ
ン
カ
の
暗
号
を
紹
介
す
る
。
ま

た
、
変
装
し
た
記
者
が
サ
ン
カ
の
集
団
に
潜
入
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
記
事
「
関
東
撲
殺
団
探
検
」
(
「
報
知
新
聞
」
大
正

2
・
8
・
M
M

1

9
・
n
内
一
七
】
〕
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

し
か
し
、
本
作
の
「
山
寵
」
の
造
型
に
は
、
新
聞
報
道
に
見
ら
れ

な
い
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
柳
田
の
影
響
を
相
定
で
き
る
。

ま
ず
、
本
作
で
は
「
特
種
の
箕
な
ほ
し
、
鋳
掛
屋
、
研
屋
な
ど
、
所

謂
山
商
の
群
」
(
蛇
松
の
鱗
五
郎
)
と
あ
る
よ
う
に
、
鋳
掛
屋
と
研

屋
を
「
山
寵
」
に
含
め
て
い
る
。
前
掲
「
関
東
撲
殺
団
探
検
」
に
「
箕

作
り
と
山
賊
と
他
に
附
近
を
根
拠
と
し
て
ゐ
た
乞
食
の
群
と
三
つ
合

し
て
山
寵
と
称
す
る
特
殊
の
一
部
落
は
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
」
と

あ
り
、
前
掲
「
山
富
の
生
活
」
に
も
「
最
寄
り
か
ら
盗
ん
で
来
た
竹

で
、
第
帯
を
作
り
箕
を
作
る
。
或
は
箕
の
破
損
を
直
し
に
出
廻
る
の

も
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
箕
直
し
は
サ
ン
カ
の
職
業
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
た
が
、
鋳
掛
屋
・
研
屋
を
含
め
る
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。

柳
田
の
著
作
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
鏡
花
は
鋳
掛

屋
・
研
屋
を
「
山
寵
」
に
含
め
た
の
か
。
研
屋
に
つ
い
て
は
不
明
だ

が
、
鋳
掛
屋
に
つ
い
て
は
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
前
掲
注
(
一
四
)

須
田
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鏡
花
は
柳
田
の
炭
焼
長
者
調
に
つ

い
て
の
考
察
を
参
考
に
し
て
「
唄
立
山
心
中
一
曲
」
に
鋳
掛
屋
を
登

場
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
知
識
が
「
山
寵
」
の
造
型
に
入
り
込
ん
だ
可

能
性
が
高
い
。

ま
た
、
「
山
寵
」
が
目
一
つ
の
神
を
信
仰
す
る
と
い
う
設
定
も
、

同
時
代
文
献
に
見
ら
れ
な
い
。
本
作
を
含
め
、
大
E
・
昭
和
期
の
鏡

花
作
品
に
描
か
れ
る
目
一
つ
の
神
が
、
柳
田
の
ご
目
小
僧
」
(
「
東

京
日
日
新
聞
」
大
E

6
・
8
・
M
1
9
・
6
、
の
ち
『
一
目
小
僧
そ

の
他
』
昭
和
9
・
6
、
小
山
書
鹿
、
収
録
)
な
ど
の
論
考
に
由
来
す

る
こ
と
は
、
前
掲
注
合
己
須
田
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、

柳
田
は
目
一
つ
の
神
と
サ
ン
カ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
全
く
言
及
し

て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
柳
田
が
サ
ン
カ
と
は
別
の
問
題
で
取
り
上
げ
た
〈
鋳
掛
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ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
掲
載
誌
は
硬
派
な
学
術
雑
誌
で
あ
り
、

鏡
花
が
読
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
。
岡
山
花
袋
が
柳
田
の
話
を
基
に

サ
ン
カ
を
題
材
と
す
る
「
帰
国
」
(
「
新
小
説
」
大
正

5
・
8
)
を

創
作
し
た
こ
と
竺
さ
を
考
慮
す
れ
ば
、
鏡
花
も
サ
ン
カ
に
つ
い
て
柳

田
か
ら
直
接
聞
き
知
っ
た
と
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
う
。

た
だ
し
、
大
正
期
に
は
サ
ン
カ
に
関
す
る
情
報
が
新
聞
等
で
報
道

さ
れ
て
お
り
、
本
作
に
お
け
る
「
山
寵
」
造
型
の
う
ち
、
犯
罪
性
や

暗
号
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
柳
田
を
介
さ
な
く
と
も
描
く
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
。
本
作
発
表
当
時
、
サ
ン
カ
が
一
般
に
犯
罪
集
団
と
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
森
田
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
暗
号

や
規
律
に
つ
い
て
も
、
鹿
野
弥
三
郎
「
山
寵
の
生
活
」
(
「
大
阪
朝

日
新
聞
」
大
正

3
・

u
・
目
、
却
}
は
、
サ
ン
カ
が
狼
煙
や
暗
号
を

使
い
、
整
然
と
し
た
規
律
を
持
っ
と
述
べ
、
「
河
原
の
積
石
」
(
「
読

売
新
聞
」
大
E
m
-
7
・

uプ
も
サ
ン
カ
の
暗
号
を
紹
介
す
る
。
ま

た
、
変
装
し
た
記
者
が
サ
ン
カ
の
集
団
に
潜
入
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
記
事
「
関
東
撲
殺
団
探
検
」
(
「
報
知
新
聞
」
大
正

2
・
8
・
M
M

1

9
・
n
内
一
七
】
〕
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

し
か
し
、
本
作
の
「
山
宿
」
の
造
型
に
は
、
新
聞
報
道
に
見
ら
れ

な
い
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
柳
田
の
影
響
を
相
定
で
き
る
。

ま
ず
、
本
作
で
は
「
特
種
の
箕
な
ほ
し
、
鋳
掛
屋
、
研
屋
な
ど
、
所

謂
山
寓
の
群
」
(
蛇
松
の
鱗
五
郎
)
と
あ
る
よ
う
に
、
鋳
掛
屋
と
研

屋
を
「
山
寵
」
に
含
め
て
い
る
。
前
掲
「
関
東
撲
殺
団
探
検
」
に
「
箕

作
り
と
山
賊
と
他
に
附
近
を
根
拠
と
し
て
ゐ
た
乞
食
の
群
と
三
つ
合

し
て
山
富
と
称
す
る
特
殊
の
一
部
落
は
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
」
と

あ
り
、
前
掲
「
山
富
の
生
活
」
に
も
「
最
寄
り
か
ら
盗
ん
で
来
た
竹

で
、
築
帯
を
作
り
箕
を
作
る
。
或
は
箕
の
破
損
を
直
し
に
出
廻
る
の

も
あ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
箕
直
し
は
サ
ン
カ
の
職
業
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
た
が
、
鋳
掛
屋
・
研
屋
を
含
め
る
例
は
見
あ
た
ら
な
い
。

柳
田
の
著
作
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
鏡
花
は
鋳
掛

屋
・
研
屋
を
「
山
富
」
に
含
め
た
の
か
。
研
屋
に
つ
い
て
は
不
明
だ

が
、
鋳
掛
屋
に
つ
い
て
は
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
前
掲
注
(
一
四
)

須
田
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鏡
花
は
柳
田
の
炭
焼
長
者
調
に
つ

い
て
の
考
察
を
参
考
に
し
て
「
唄
立
山
心
中
一
曲
」
に
鋳
掛
屋
を
登

場
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
知
識
が
「
山
寵
」
の
造
型
に
入
り
込
ん
だ
可

能
性
が
高
い
。

ま
た
、
「
山
富
」
が
目
一
つ
の
神
を
信
仰
す
る
と
い
う
設
定
も
、

同
時
代
文
献
に
見
ら
れ
な
い
。
本
作
を
含
め
、
大
E
・
昭
和
期
の
鏡

花
作
品
に
描
か
れ
る
目
一
つ
の
神
が
、
柳
田
の
ご
目
小
僧
」
(
「
東

京
日
日
新
聞
」
大
E

6
・
8
・
M
1
9
・
6
、
の
ち
『
一
目
小
僧
そ

の
他
』
昭
和
9
・
6
、
小
山
書
鹿
、
収
録
)
な
ど
の
論
考
に
由
来
す

る
こ
と
は
、
前
掲
注
合
己
須
田
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、

柳
田
は
目
一
つ
の
神
と
サ
ン
カ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
全
く
言
及
し

て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
柳
田
が
サ
ン
カ
と
は
別
の
問
題
で
取
り
上
げ
た
〈
鋳
掛
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屋
〉
〈
目
一
つ
の
神
〉
が
、
本
作
で
は
元
来
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ

れ
て
「
山
富
」
の
造
型
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鏡

花
の
関
心
が
柳
田
の
所
説
そ
の
も
の
よ
り
も
、
細
部
の
イ
メ
ー
ジ
や

表
現
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
章
で
紹
介
し
た
『
遠
野
物
語
』

や
「
毛
坊
主
考
」
か
ら
の
摂
取
例
も
同
様
で
あ
る
。

柳
田
の
言
説
か
ら
断
片
的
な
イ
メ
ー
ジ
・
表
現
の
み
を
摂
取
す
る

例
は
昭
和
期
に
も
散
見
し
、
大
E
期
に
隈
ら
ず
、
鏡
花
の
民
俗
学
受

容
に
通
底
す
る
特
徴
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
昭
和
期
に
至
る
と
、

「
山
海
評
判
記
」
や
「
貝
の
穴
に
河
童
の
居
る
事
」
の
よ
う
に
、
民

俗
学
に
由
来
す
る
素
材
を
作
品
の
中
核
に
据
え
る
試
み
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
本
作
は
未
だ
そ
の
段
階
に
は
な
い
。
本
作
に
お
け

る
鏡
花
の
民
俗
学
受
容
は
、
柳
田
の
著
作
に
見
え
る
知
識
や
表
現
を
、

興
の
赴
く
ま
ま
断
片
的
に
摂
取
す
る
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
鏡

花
が
柳
田
民
俗
学
を
体
系
的
に
受
容
し
、
作
品
の
統
一
的
な
テ

1
7

と
す
る
に
は
、
ま
だ
時
聞
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

四

昭
和
期
に
お
け
る
民
俗
学
受
容

続
い
て
、
民
俗
学
の
受
容
が
本
格
化
す
る
昭
和
期
に
つ
い
て
検
証

を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
、
鏡
花
が
柳
田
に
言
及
し
て
い
る
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
東

京
日
日
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
日
本
人
景
」
選
定
企
画

の
一
環
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
紀
行
文
「
十
和
田
湖
」
(
「
東
京
日
日

新
聞
」
昭
和
2
・

m
・
1
1
9
、
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
昭
和
2
・

m

-
U
1
2
)
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

三
本
木
は
、
柳
田
国
男
さ
ん
の
雑
誌
|
|
(
郷
土
研
究
)
と
、

近
く
ま
た
(
郷
土
会
記
録
)
と
に
教
へ
ら
れ
た
、
伝
説
を
さ
な

が
ら
事
実
に
殆
ど
奇
蹟
的
の
開
墾
地
で
あ
る
。
(
中
略
)
い
ま

恩
へ
ば
、
予
て
一
本
を
用
意
し
て
、
前
記
(
郷
土
会
記
録
)
載

す
る
処
の
新
渡
戸
博
士
の
三
本
木
開
墾
の
講
話
を
朗
読
す
れ
ば

よ可
か
っ
た
。
土
地
に
住
ん
で
、
も
う
町
の
成
立
を
忘
れ
、
開
墾

当
時
の
測
量
器
具
な
ど
の
納
め
た
、
由
緒
あ
る
稲
荷
の
社
さ
へ

知
ら
ぬ
人
が
多
か
ら
う
か
、
と
恩
ふ
に
つ
け
て
も
。
ー
ー

「
新
渡
戸
博
士
の
三
本
木
開
墾
の
講
話
」
と
は
、
新
渡
戸
稲
造
が
大

正
二
年
に
郷
土
会
で
行
っ
た
講
演
を
指
す
。
こ
れ
は
「
三
本
木
村
興

立
の
話
」
と
し
て
「
郷
土
研
究
」
(
大
正

2
・
7
)
に
掲
載
さ
れ
、

の
ち
柳
田
国
男
編
『
郷
土
会
記
録
』
(
大
E

M
・
4
、
大
岡
山
書
眉
)

に
収
録
さ
れ
た
。
「
開
墾
当
時
の
測
量
器
具
な
ど
の
納
め
た
、
由
緒

あ
る
稲
荷
の
社
」
は
、
新
渡
戸
の
講
話
に
見
え
る
挿
話
で
あ
る
。

ま
た
、
「
木
蒐
俗
見
」
(
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
6
・
8
・
2
1

7
)

に
も
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

こ
〉
に
当
朝
日
新
聞
の
お
客
分
、
郷
土
学
の
総
本
山
、
内
々
ば

け
も
の
の
監
査
取
し
ま
り
、
柳
田
さ
ん
直
伝
の
手
段
が
あ
る
。

直
伝
が
行
き
す
ぎ
な
ら
ば
、
模
倣
が
あ
る
。
/
土
地
の
按
摩
に
、
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屋
〉
〈
目
一
つ
の
神
〉
が
、
本
作
で
は
元
来
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ

れ
て
「
山
富
」
の
造
型
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鏡

花
の
関
心
が
柳
田
の
所
説
そ
の
も
の
よ
り
も
、
細
部
の
イ
メ
ー
ジ
や

表
現
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
章
で
紹
介
し
た
『
遠
野
物
語
』

や
「
毛
坊
主
考
」
か
ら
の
摂
取
例
も
同
様
で
あ
る
。

柳
田
の
言
説
か
ら
断
片
的
な
イ
メ
ー
ジ
・
表
現
の
み
を
摂
取
す
る

例
は
昭
和
期
に
も
散
見
し
、
大
E
期
に
隈
ら
ず
、
鏡
花
の
民
俗
学
受

容
に
通
底
す
る
特
徴
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
昭
和
期
に
至
る
と
、

「
山
海
評
判
記
」
や
「
貝
の
穴
に
河
童
の
居
る
事
」
の
よ
う
に
、
民

俗
学
に
由
来
す
る
素
材
を
作
品
の
中
核
に
据
え
る
試
み
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
本
作
は
未
だ
そ
の
段
階
に
は
な
い
。
本
作
に
お
け

る
鏡
花
の
民
俗
学
受
容
は
、
柳
田
の
著
作
に
見
え
る
知
識
や
表
現
を
、

興
の
赴
く
ま
ま
断
片
的
に
摂
取
す
る
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
鏡

花
が
柳
田
民
俗
学
を
体
系
的
に
受
容
し
、
作
品
の
統
一
的
な
テ

1
7

と
す
る
に
は
、
ま
だ
時
聞
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

四

昭
和
期
に
お
け
る
民
俗
学
受
容

続
い
て
、
民
俗
学
の
受
容
が
本
格
化
す
る
昭
和
期
に
つ
い
て
検
証

を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
、
鏡
花
が
柳
田
に
言
及
し
て
い
る
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
東

京
日
日
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
日
本
人
景
」
選
定
企
画

の
一
環
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
紀
行
文
「
十
和
田
湖
」
(
「
東
京
日
日

新
聞
」
昭
和
2
・

m
・
1
1
9
、
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
昭
和
2
・

m

-
U
1
2
)
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

三
本
木
は
、
柳
田
国
男
さ
ん
の
雑
誌
|
|
(
郷
土
研
究
)
と
、

近
く
ま
た
(
郷
土
会
記
録
)
と
に
教
へ
ら
れ
た
、
伝
説
を
さ
な

が
ら
事
実
に
殆
ど
奇
蹟
的
の
開
墾
地
で
あ
る
。
(
中
略
)
い
ま

恩
へ
ば
、
予
て
一
本
を
用
意
し
て
、
前
記
(
郷
土
会
記
録
)
載

す
る
処
の
新
渡
戸
博
士
の
三
本
木
開
墾
の
講
話
を
朗
読
す
れ
ば

よ可
か
っ
た
。
土
地
に
住
ん
で
、
も
う
町
の
成
立
を
忘
れ
、
開
墾

当
時
の
測
量
器
具
な
ど
の
納
め
た
、
由
緒
あ
る
稲
荷
の
社
さ
へ

知
ら
ぬ
人
が
多
か
ら
う
か
、
と
思
ふ
に
つ
け
て
も
。
ー
ー

「
新
渡
戸
博
士
の
三
本
木
開
墾
の
講
話
」
と
は
、
新
渡
戸
稲
造
が
大

正
二
年
に
郷
土
会
で
行
っ
た
講
演
を
指
す
。
こ
れ
は
「
三
本
木
村
興

立
の
話
」
と
し
て
「
郷
土
研
究
」
(
大
正

2
・
7
)
に
掲
載
さ
れ
、

の
ち
柳
田
国
男
編
『
郷
土
会
記
録
』
(
大
E

M
・
4
、
大
岡
山
書
眉
)

に
収
録
さ
れ
た
。
「
開
墾
当
時
の
測
量
器
具
な
ど
の
納
め
た
、
由
緒

あ
る
稲
荷
の
社
」
は
、
新
渡
戸
の
講
話
に
見
え
る
挿
話
で
あ
る
。

ま
た
、
「
木
菟
俗
見
」
(
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
6
・
8
・
2
1

7
)

に
も
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

こ
〉
に
当
朝
日
新
聞
の
お
客
分
、
郷
土
学
の
総
本
山
、
内
々
ぱ

け
も
の
の
監
査
取
し
ま
り
、
柳
田
さ
ん
直
伝
の
手
段
が
あ
る
。

直
伝
が
行
き
す
ぎ
な
ら
ば
、
模
倣
が
あ
る
。
/
土
地
の
按
摩
に
、
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と
と
ろ

土
地
の
話
を
聞
く
の
で
あ
る
。
(
中
略
)
柳
田
さ
ん
は
、
旅
纏

の
あ
ん
ま
に
、
加
賀
の
金
沢
で
は
天
狗
の
話
を
聞
く
し
、
奥
州

飯
野
川
の
町
で
呼
ん
だ
の
は
、
期
せ
ず
し
て
、
同
氏
が
研
究
さ

る
へ
お
か
み
ん
、
い
た
こ
の
亭
主
で
あ
っ
た
。
第
一
億
然
と

し
て
絹
の
紋
付
を
着
た
あ
ん
ま
だ
と
い
ふ
、
天
の
授
く
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

柳
田
が
金
沢
で
按
摩
か
ら
天
狗
の
話
を
聞
い
た
と
い
う
挿
話
は
、
明

治
四
十
二
年
、
北
陸
に
旅
行
し
た
折
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
日

記
に
、
金
沢
で
は
「
夜
は
按
摩
に
附
近
の
口
碑
な
ど
を
多
く
語
ら
し

む
る
」
と
あ
り
、
「
山
男
の
家
庭
」
(
「
郷
土
研
究
」
大
正

4
・
3
、

の
ち
『
妖
怪
談
義
』
昭
和
到
・
ロ
、
修
道
社
、
収
録
)
に
も
「
加
賀

の
金
沢
の
按
摩
日
く
、
此
土
地
も
大
き
に
聞
け
ま
し
た
。
十
年
ほ
ど

前
迄
は
冬
の
夜
更
に
町
を
歩
い
て
、
迷
干
の
/
¥
誰
そ
れ
と
呼
ぶ
声

と
、
之
に
伴
ふ
淋
し
い
鉦
の
声
を
聞
か
ぬ
晩
は
あ
り
ま
せ
な
ん
だ
云

々
。
」
と
あ
る
。
鏡
花
は
こ
の
「
山
男
の
家
庭
」
の
一
節
を
、
「
ピ

ス
ト
ル
の
使
ひ
方
」
{
「
文
芸
倶
楽
部
」
昭
和

2
・
9
1
3
・
2
)

で
も
友
人
の
話
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

柳
田
が
飯
野
川
で
呼
ん
だ
按
摩
が
「
お
か
み
ん
」
の
父
親
(
亭
主

と
し
た
の
は
鏡
花
の
誤
り
。
柳
田
の
文
章
で
は
父
親
)
で
あ
っ
た
と

い
う
挿
話
は
、
「
豆
手
帳
か
ら
」
(
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
E
9
・
8

・
m
i
到、

9
・
M
i
n、
の
ち
『
雪
国
の
春
』
昭
和
3
・
2
、
岡

書
院
、
収
録
〕
に
見
え
る
。
な
お
、
こ
の
挿
話
は
「
神
鷺
之
巻
」
(
「
改

い
ち
と

造
」
昭
和
8
・
1
)

の
、
旅
先
で
出
会
っ
た
猟
師
が
座
女
の
亭
主
で

あ
っ
た
と
い
う
設
定
と
類
似
し
て
お
り
、
同
作
に
活
か
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
文
章
か
ら
は
、
鏡
花
と
柳
田
と
の
親
密
な
間
柄
が
窺
え
る
。

な
お
、
二
人
は
昭
和
期
に
二
度
の
座
談
会
「
泉
鏡
花
座
談
会
」
(
「
文

芸
春
秋
」
昭
和
2
・
8
)
、
「
幽
霊
と
怪
談
の
座
談
会
」
(
「
主
婦
之

友
」
昭
和
3
・
8
)

で
同
席
し
て
い
る
。
藤
津
秀
幸
氏
が
指
摘
す
る

よ
う
に
こ
入
ご
鏡
花
は
「
泉
鏡
花
座
談
会
」
で
柳
田
町
『
山
島
民
謂

集
(
一
)
』
(
大
正

3
・
7
、
甲
寅
叢
書
刊
行
所
)
に
つ
い
て
直
接

本
人
に
質
問
し
て
お
り
、
日
常
的
な
交
友
の
中
で
も
、
こ
う
し
た
遣

り
取
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
し
得
る
。
大
正
期
に

お
い
て
も
、
鏡
花
が
柳
田
町
著
作
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
柳
田
と
の

会
話
を
通
し
て
民
俗
学
的
な
知
識
を
受
容
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

は
、
第
二
章
お
よ
び
第
三
章
で
指
摘
し
て
き
た
。
だ
が
、
昭
和
期
で

は
大
正
期
以
上
に
、
柳
田
と
の
交
友
関
係
が
鏡
花
の
民
俗
学
受
容
の

あ
り
方
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
山
田
有
策
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
ご
色
、
「
員
の

穴
に
河
童
の
居
る
事
」
は
昭
和
五
年
四
月
十
三
日
に
渋
沢
敬
三
邸
で

行
わ
れ
た
花
祭
公
演
を
見
物
し
た
体
験
を
反
映
し
て
い
る
。
吉
田
昌

志
氏
が
提
示
し
た
資
料
に
拠
れ
ば

2
5、
鏡
花
と
柳
田
は
当
日
の
芳

名
録
に
隣
あ
っ
て
署
名
し
て
お
り
、
柳
田
と
の
縁
故
に
よ
っ
て
鏡
花

が
こ
の
公
演
に
招
待
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
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と
と
ろ
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摩
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収
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摩
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迷
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節
を
、
「
ピ

ス
ト
ル
の
使
ひ
方
」
{
「
文
芸
倶
楽
部
」
昭
和

2
・
9
1
3
・
2
)

で
も
友
人
の
話
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

柳
田
が
飯
野
川
で
呼
ん
だ
按
摩
が
「
お
か
み
ん
」
の
父
親
(
亭
主

と
し
た
の
は
鏡
花
の
誤
り
。
柳
田
の
文
章
で
は
父
親
)
で
あ
っ
た
と

い
う
挿
話
は
、
「
豆
手
帳
か
ら
」
(
「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
E
9
・
8

・
Hur--3

到、
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岡
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収
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れ
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。
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ま
た
、
「
山
海
評
判
記
」
が
柳
田
の
「
オ
シ
ラ
神
(
亙
女
考
の
玉
)
」

(
「
郷
土
研
究
」
大
正

2
・
7
)
、
「
オ
シ
ラ
神
の
話
」
(
「
文
芸
春
秋
」

昭
和
3
・

9
、
の
ち
『
大
白
神
考
』
昭
和
活
・

9
、
実
業
之
友
社
、

収
録
)
、
「
人
形
と
オ
シ
ラ
神
」
(
「
民
俗
芸
術
」
昭
和
4
・
4
、
向

上
)
に
依
拠
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
家
の
説
く
通
り
で
あ
る

が
三
二
、
柳
田
の
影
響
は
こ
れ
ら
の
論
考
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

「
山
海
評
判
記
」
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
四
年
は
、
民
俗
学
の
領
域

で
オ
シ
ラ
神
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
柳
田
の
「
オ

シ
ラ
神
の
話
」
が
発
端
と
な
っ
て
、
柳
田
と
歴
史
学
者
・
喜
田
貞
吉

と
の
聞
で
そ
の
起
源
を
め
ぐ
る
論
争
が
巻
き
起
こ
り
、
こ
れ
に
関
連

し
て
、
金
田
一
京
助
、
田
村
浩
、
佐
々
木
喜
善
ら
多
く
の
論
者
が
オ

シ
ラ
神
に
関
す
る
論
考
や
報
告
を
次
々
'
と
発
表
し
た
。
柳
田
周
辺
に

お
け
る
こ
う
し
た
オ
シ
ラ
神
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
、
「
山
海
評
判

記
」
成
立
の
背
景
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

特
に
オ
シ
ラ
神
に
つ
い
て
鏡
花
と
の
関
わ
り
で
注
目
す
べ
き
は
、

昭
和
三
年
に
柳
田
邸
で
行
わ
れ
た
オ
シ
ラ
祭
で
あ
る
。
柳
田
は
大
正

十
五
年
十
一
月
に
青
森
市
の
小
笠
原
家
よ
り
オ
シ
ラ
神
を
勧
請
し
、

昭
和
三
年
三
月
十
八
日
に
は
八
戸
の
カ
カ
サ
マ
(
イ
タ
コ
)
を
招
い

て
オ
シ
ラ
祭
を
行
っ
た
。
中
何
与
一
「
予
言
鏡
花
先
生
追
記
」
(
「
文

芸
世
紀
」
昭
和

M
-
m〕
に
拠
れ
ば
、
鏡
花
は
こ
の
オ
シ
ラ
祭
に
招

待
さ
れ
て
い
た
が
、
開
催
日
を
一
年
間
違
え
、
昭
和
四
年
三
月
十
八

日
に
柳
田
邸
を
訪
問
し
た
と
い
う
つ
一
二
】
O

こ
の
催
し
に
参
加
し
た
小

寺
融
吉
は
、
「
一
且
女
の
精
神
の
統
一
の
た
め
、
列
席
者
の
数
は
最
小

限
」
(
「
人
形
と
人
形
っ
か
ひ
」
、
「
民
俗
芸
術
」
昭
和

4
・
4
)
に

し
た
と
述
べ
て
お
り
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
鏡
花
が
「
最

小
限
」
の
招
待
客
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

オ
シ
ラ
神
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
全
く
持
た
な
い
者
が
招
待
さ
れ

る
と
は
考
え
に
く
く
、
昭
和
三
年
三
月
に
は
既
に
柳
田
と
鏡
花
の
聞

で
オ
シ
ラ
神
が
話
題
に
上
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
以
後
も
、
鏡
花
は
柳
田
か
ら
直
接
オ
シ
ラ
神
に
つ

い
て
知
識
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
山
海
評
判
記
」
に
は
当

時
の
文
献
に
記
載
の
な
い
衣
桁
型
の
オ
シ
ラ
神
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
中
西
由
紀
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
三
一
号
、
作
中
に
「
西

洋
人
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
ア
ス
キ
ー
が
発
見
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
鏡
花
が
こ
の
情
報
を
ネ
ア
ス
キ
ー
と
交
際
の
あ

っ
た
柳
田
か
ら
得
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
う
。

ま
た
、
同
作
「
紫
の
桑
」
の
章
で
、
主
人
公
・
矢
野
は
オ
シ
ラ
神

の
本
地
は
白
山
権
現
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
北
陸
と

奥
州
と
の
海
上
交
通
が
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
作
中
で
は
、

北
陸
か
ら
津
軽
藩
に
輸
入
さ
れ
た
物
品
の
記
録
が
そ
の
証
左
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
中
道
等
『
津
軽
旧
事
談
』
(
大
正

M
・ロ、

炉
辺
叢
書
、
郷
土
研
究
社
)
「
み
か
ん
風
」
の
章
に
『
樟
軽
旧
記
』

か
ら
の
抄
録
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。
同
書
の
筆
者

・
中
道
等
は
八
戸
出
身
の
民
俗
学
者
で
、
柳
田
邸
に
オ
シ
ラ
神
を
勧
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作
「
紫
の
桑
」
の
章
で
、
主
人
公
・
矢
野
は
オ
シ
ラ
神

の
本
地
は
白
山
権
現
で
あ
る
と
主
張
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
北
陸
と

奥
州
と
の
海
上
交
通
が
頻
繁
で
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
作
中
で
は
、

北
陸
か
ら
津
軽
藩
に
輸
入
さ
れ
た
物
品
の
記
録
が
そ
の
証
左
と
し
て

紹
介
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
中
道
等
『
津
軽
旧
事
談
』
(
大
正

M
・ロ、

炉
辺
叢
書
、
郷
土
研
究
社
)
「
み
か
ん
風
」
の
章
に
『
樟
軽
旧
記
』

か
ら
の
抄
録
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
。
同
書
の
筆
者

・
中
道
等
は
八
戸
出
身
の
民
俗
学
者
で
、
柳
田
邸
に
オ
シ
ラ
神
を
勧
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請
す
る
際
に
周
旋
の
労
を
と
っ
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
炉
辺
叢
書

は
柳
田
が
発
起
人
と
な
っ
て
全
国
各
地
の
伝
説
を
収
録
し
た
叢
書
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
早
川
孝
太
郎
『
能
美
郡
民
謡
集
』
(
大

E
m
-

H
郷
土
研
究
社
)
か
ら
の
摂
取
が
「
河
伯
令
嬢
」
(
「
婦
人
倶
楽

部
」
昭
和
2
・4、

5
)
に
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
以
前
拙
稿
で
指

摘
し
た
っ
E
r

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
期
に
お
け
る
鏡
花
の
民
俗
学
へ
の
関
心
は
、

柳
田
の
著
作
以
外
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
鏡
花
の
柳
田
宛
書
簡
下

書
に
「
あ
の
日
帰
り
早
々
続
南
方
随
筆
あ
ひ
も
と
め
申
候
」
(
大
正

目
頃
、
量
花
全
集
』
別
巻
収
録
・
書
簡
下
書
さ
と
あ
る
よ
う
に
、

鏡
花
は
柳
田
を
通
じ
て
南
方
熊
楠
の
著
作
に
も
接
し
て
い
た
。
前
掲

注
(
二
)
須
田
論
文
が
指
摘
す
る
通
り
、
南
方
熊
楠
の
著
作
か
ら
の

摂
取
は
、
「
遺
稿
」
(
「
文
芸
春
秋
」
昭
和
M
・
日
)
に
認
め
ら
れ
る
。

同
作
で
は
、学

問
、
と
い
っ
て
は
些
と
堅
過
ぎ
よ
う
、
勉
強
は
す
べ
き
も

の
、
本
は
読
む
べ
き
も
の
で
、
後
日
、
紀
州
に
棲
ま
る
〉
著
名

の
碩
学
、
嗣
対
側
欄
同
州
附
銅
剖
則
到
剖
、
其
の
龍
燈
に
就
て
、

と
云
ふ
一
章
の
中
に
、
{
下
略
)

と
し
て
、
南
方
熊
楠
「
龍
燈
に
就
て
」
(
「
郷
土
研
究
」
大
E

4
・

9
1
口
、
の
ち
『
南
方
随
筆
』
大
正
日
・

z、
坂
本
書
腐
、
収
録
)

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
の
記
述
か
ら
、
鏡
花
は
『
南
方
随
筆
』

を
参
照
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
「
燈
明
之
巻
」
(
「
文
芸

春
秋
」
昭
和
8
・
l
)
に
見
え
る
「
私
の
隣
の
松
さ
ん
は
、
熊
野
へ

参
る
と
、
髪
結
う
て
、
/
熊
野
の
道
で
日
が
暮
れ
て
、
あ
と
見
り
や

怖
し
い
、
先
見
り
や
こ
は
い
(
下
略
)
」
と
い
う
「
紀
州
の
醤
唄
」

も
、
南
方
熊
楠
「
紀
州
俗
伝
」
(
「
郷
土
研
究
」
大
E

2
・
4
、
の

ち
『
南
方
随
筆
』
収
録
)
に
拠
っ
て
い
る
。

な
お
、
民
俗
学
関
連
の
書
籍
で
は
な
い
が
、
『
量
怪
談
淵
』
(
大

正
日
・

9
、
「
幽
冥
界
研
究
資
料
」
第
二
巻
、
天
行
届
)
に
つ
い
て

も
、
柳
田
は
「
泉
鏡
花
君
と
共
に
頻
り
に
こ
れ
を
愛
読
し
た
」
(
「
東

京
朝
日
新
聞
」
昭
和
2
・
5
・
目
、
の
ち
『
退
読
書
歴
』
昭
和

M
・

4
、
実
業
之
友
社
、
収
録
)
と
述
べ
て
い
る
。
同
書
は
、
柳
田
と
交

際
の
あ
っ
た
神
秘
思
想
家
・
岡
田
建
文
が
著
し
た
神
霊
・
怪
奇
現
象

の
事
例
集
で
あ
り
、
柳
田
か
ら
鏡
花
へ
の
知
識
提
供
が
、
従
来
考
え

ら
れ
て
い
た
以
上
に
、
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
昭
和
期
の
鏡
花
は
、
構
想
・
資
料
の
両

面
に
お
い
て
柳
田
か
ら
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
特
に
「
山
海

評
判
記
」
は
、
当
時
の
柳
田
の
研
究
を
色
濃
く
反
映
し
て
お
り
、
柳

田
と
の
親
交
な
く
し
て
は
、
成
立
し
得
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
、
柳
田
と
の
密
接
な
関
係
の
中
で
成
立

し
た
こ
と
が
、
同
作
に
対
す
る
「
鏡
花
独
自
の
奔
放
と
も
言
え
る
想

像
力
が
柳
田
の
学
問
的
体
系
に
か
ら
め
取
ら
れ
て
自
在
さ
を
欠
い

た
」
《
-
Z
と
い
う
評
価
に
繋
が
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
民
俗

学
受
容
に
も
功
罪
両
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
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請
す
る
際
に
周
旋
の
労
を
と
っ
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
炉
辺
叢
書

は
柳
田
が
発
起
人
と
な
っ
て
全
国
各
地
の
伝
説
を
収
録
し
た
叢
書
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
早
川
孝
太
郎
『
能
美
郡
民
話
集
』
(
大

E
m
-

H
郷
土
研
究
社
)
か
ら
の
摂
取
が
「
河
伯
令
撮
」
(
「
婦
人
倶
楽

部
」
昭
和
2
・4、

5
)
に
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
以
前
拙
稿
で
指

摘
し
た
つ
盲
よ

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
期
に
お
け
る
鏡
花
の
民
俗
学
へ
の
関
心
は
、

柳
田
の
著
作
以
外
へ
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
鏡
花
の
柳
田
宛
書
簡
下

書
に
「
あ
の
日
帰
り
早
々
続
南
方
随
筆
あ
ひ
も
と
め
申
候
」
(
大
正

目
頃
、
量
花
全
集
』
別
巻
収
録
・
書
簡
下
書
さ
と
あ
る
よ
う
に
、

鏡
花
は
柳
田
を
通
じ
て
南
方
熊
楠
の
著
作
に
も
接
し
て
い
た
。
前
掲

注
(
二
)
須
田
論
文
が
指
摘
す
る
通
り
、
南
方
熊
楠
の
著
作
か
ら
の

摂
取
は
、
「
遺
稿
」
(
「
文
芸
春
秋
」
昭
和
M
・
日
)
に
認
め
ら
れ
る
。

同
作
で
は
、学

問
、
と
い
っ
て
は
些
と
堅
過
ぎ
よ
う
、
勉
強
は
す
べ
き
も

の
、
本
は
読
む
べ
き
も
の
で
、
後
日
、
紀
州
に
棲
ま
る
〉
著
名

の
碩
学
、
嗣
対
側
柑
同
州
附
銅
剖
則
到
剖
、
其
の
龍
燈
に
就
て
、

と
云
ふ
一
章
の
中
に
、
{
下
略
)

と
し
て
、
南
方
熊
楠
「
龍
燈
に
就
て
」
(
「
郷
土
研
究
」
大
E

4
・

9
1
口
、
の
ち
『
南
方
随
筆
』
大
正
M
U

・
2
、
坂
本
書
腐
、
収
録
)

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
の
記
述
か
ら
、
鏡
花
は
『
南
方
随
筆
』

を
参
照
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
「
燈
明
之
巻
」
(
「
文
芸

春
秋
」
昭
和
8
・
l
)
に
見
え
る
「
私
の
隣
の
松
さ
ん
は
、
熊
野
へ

参
る
と
、
髪
結
う
て
、
/
熊
野
の
道
で
日
が
暮
れ
て
、
あ
と
見
り
や

怖
し
い
、
先
見
り
や
こ
は
い
(
下
略
)
」
と
い
う
「
紅
州
の
醤
唄
」

も
、
南
方
熊
楠
「
紀
州
俗
伝
」
(
「
郷
土
研
究
」
大
E

2
・
4
、
の

ち
『
南
方
随
筆
』
収
録
)
に
拠
っ
て
い
る
。

な
お
、
民
俗
学
関
連
の
書
籍
で
は
な
い
が
、
『
量
怪
談
淵
』
(
大

正
日
・

9
、
「
幽
冥
界
研
究
資
料
」
第
二
巻
、
天
行
居
)
に
つ
い
て

も
、
柳
田
は
「
泉
鏡
花
君
と
共
に
頻
り
に
こ
れ
を
愛
読
し
た
」
(
「
東

京
朝
日
新
聞
」
昭
和
2
・
5
・
目
、
の
ち
『
退
読
書
歴
』
昭
和

M
・

4
、
実
業
之
友
社
、
収
録
)
と
述
べ
て
い
る
。
同
書
は
、
柳
田
と
交

際
の
あ
っ
た
神
秘
思
想
家
・
岡
田
建
文
が
著
し
た
神
霊
・
怪
奇
現
象

の
事
例
集
で
あ
り
、
柳
田
か
ら
鏡
花
へ
の
知
識
提
供
が
、
従
来
考
え

ら
れ
て
い
た
以
上
に
、
広
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
昭
和
期
の
鏡
花
は
、
構
想
・
資
料
の
両

面
に
お
い
て
柳
田
か
ら
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
特
に
「
山
海

評
判
記
」
は
、
当
時
の
柳
田
の
研
究
を
色
漉
く
反
映
し
て
お
り
、
柳

田
と
の
親
交
な
く
し
て
は
、
成
立
し
得
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
、
柳
田
と
の
密
接
な
関
係
の
中
で
成
立

し
た
こ
と
が
、
同
作
に
対
す
る
「
鏡
花
独
自
の
奔
放
と
も
言
え
る
想

像
力
が
柳
田
の
学
問
的
体
系
に
か
ら
め
取
ら
れ
て
自
在
さ
を
欠
い

た
」
《
-
Z
と
い
う
評
価
に
繋
が
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
民
俗

学
受
容
に
も
功
罪
両
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
三
十
年
頃
の
出
会
い
か
ら
昭
和
十
四
年
の
鏡
花

の
死
ま
で
、
お
よ
そ
四
十
年
に
わ
た
る
柳
田
国
男
と
の
交
友
を
通
し

て
、
鏡
花
が
民
俗
学
に
関
心
を
寄
せ
、
自
身
の
文
学
に
反
映
さ
せ
た

道
筋
を
辿
っ
て
き
た
。

柳
田
の
他
に
も
、
里
見
弾
、
水
上
瀧
太
郎
、
久
保
田
万
太
郎
、
笹

川
臨
風
ら
、
鏡
花
、
ど
親
し
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た
文
学
者
は
少
な
く

な
い
。
彼
ら
と
鏡
花
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
書
簡
等
の
資
料
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
鏡
花
文
学
へ
の
影
響
と
な
る
と
、
ほ

と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
柳
田
が
「
あ
の
と
指
し

て
型
に
採
っ
た
、
時
代
と
云
ふ
も
の
が
な
か
っ
た
」
「
時
代
を
超
脱

し
て
居
た
」
(
「
這
筒
鏡
花
観
」
)
と
評
し
た
如
く
、
鏡
花
は
同
時
代

の
思
潮
と
は
没
交
渉
に
近
い
作
家
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
鏡
花
に
あ
っ
て
、
柳
田
は
影
響
を
与
え
た
数
少
な
い

同
時
代
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
柳
田
民
俗
学
受
容
の
検

証
を
通
じ
、
鏡
花
と
同
時
代
思
潮
と
の
一
つ
の
接
点
を
提
示
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

〈注〉
(
一
}
柳
田
「
北
国
紀
行
」
(
明
治
四
十
三
年
、
北
陸
旅
行
の
日
記
)
の
ち

に
『
北
国
紀
行
』
(
昭
和
泊
・
日
、
実
業
之
日
本
社
)
に
収
録
さ
れ
た
。

「
怪
談
の
研
究
」
(
「
中
学
世
界
」
明
治
相
・

3
)
に
も
「
同
じ
日
本

に
し
て
も
、
此
の
神
隠
し
の
非
常
に
多
い
地
方
と
少
い
地
方
と
が
あ

る
。
金
沢
な
ど
は
不
思
議
に
多
い
地
方
で
、
私
は
泉
鏡
花
君
の
出
た

な
ど
は
偶
然
で
は
な
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
」
と
あ
る
。

(
一
石
須
田
千
里
「
鏡
花
文
学
に
お
け
る
前
近
代
的
素
材
(
下
)
」
(
「
圃
謂

国
文
」
車
成
2
・

5
)

(
二
一
)
小
林
輝
治
「
鏡
花
に
お
け
る
「
民
罪
」
の
位
相
」
(
「
金
沢
大
学
語
文

・
文
学
研
究
」
昭
和
自
主

(
四
)
吉
田
昌
志
「
鏡
花
ゆ
か
り
の
人
々
」
(
「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
平
成

9

・5
)
参
照

(
五
)
前
掲
柳
田
『
故
郷
七
十
年
』
寧
照

(
大
)
「
泉
鏡
花
座
談
会
」
(
「
文
芸
春
秋
」
昭
和
2
・

8
)
に
お
け
る
柳
田

と
鏡
花
の
会
話
か
ら
、
「
少
紳
士
」
が
柳
田
で
あ
る
と
分
か
る
。

(
七
)
例
え
ぽ
「
読
者
よ
り
見
た
る
自
然
派
小
説
」
(
「
文
章
世
界
」
明
治
判

・
4
)
に
は
「
又
一
つ
面
白
く
な
い
と
思
ふ
事
は
、
自
然
派
と
い
ふ

と
専
ら
肉
慾
を
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
尤
も

同
じ
く
自
然
主
義
だ
と
い
ふ
人
々
の
中
に
も
い
ろ
/
¥
あ
ら
う
が
、

兎
も
角
も
肉
慾
ば
か
り
を
描
か
う
と
い
ふ
様
な
の
は
悪
い
趣
味
だ
と

思
ふ
J

と
あ
り
、
「
新
旧
両
時
代
の
瓦
芸
」
(
「
無
名
通
信
」
明
治
担

-m)
に
も
「
自
然
主
義
も
い
与
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、
素
人
写
真
の

習
ひ
た
て
に
友
人
や
兄
弟
ば
か
り
を
写
し
て
ゐ
て
は
仕
方
が
な
い
。
」
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
明
治
三
十
年
頃
の
出
会
い
か
ら
昭
和
十
四
年
の
鏡
花

の
死
ま
で
、
お
よ
そ
四
十
年
に
わ
た
る
柳
田
国
男
と
の
交
友
を
通
し

て
、
鏡
花
が
民
俗
学
に
関
心
を
寄
せ
、
自
身
の
文
学
に
反
映
さ
せ
た

道
筋
を
辿
っ
て
き
た
。

柳
田
の
他
に
も
、
里
見
弾
、
水
上
瀧
太
郎
、
久
保
田
万
太
郎
、
笹

川
臨
風
ら
、
鏡
花
、
ど
親
し
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た
文
学
者
は
少
な
く

な
い
。
彼
ら
と
鏡
花
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
書
簡
等
の
資
料
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
鏡
花
文
学
へ
の
影
響
と
な
る
と
、
ほ

と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
柳
田
が
「
あ
の
と
指
し

て
型
に
採
っ
た
、
時
代
と
云
ふ
も
の
が
な
か
っ
た
」
「
時
代
を
超
脱

し
て
居
た
」
(
「
遺
筒
鏡
花
観
」
)
と
評
し
た
如
く
、
鏡
花
は
同
時
代

の
思
潮
と
は
没
交
渉
に
近
い
作
家
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
鏡
花
に
あ
っ
て
、
柳
田
は
影
響
を
与
え
た
数
少
な
い

同
時
代
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
柳
田
民
俗
学
受
容
の
検

証
を
通
じ
、
鏡
花
と
同
時
代
思
潮
と
の
一
つ
の
接
点
を
提
示
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

〈注〉
(
一
}
柳
田
「
北
国
紀
行
」
(
明
治
四
十
三
年
、
北
陸
旅
行
の
日
記
)
の
ち

に
『
北
国
紀
行
』
(
昭
和
泊
・
日
、
実
業
之
日
本
社
)
に
収
録
さ
れ
た
。

「
怪
談
の
研
究
」
(
「
中
学
世
界
」
明
治
相
・

3
)
に
も
「
同
じ
日
本

に
し
て
も
、
此
の
神
隠
し
の
非
常
に
多
い
地
方
と
少
い
地
方
と
が
あ

る
。
金
沢
な
ど
は
不
思
議
に
多
い
地
方
で
、
私
は
泉
鏡
花
君
の
出
た

な
ど
は
偶
然
で
は
な
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
」
と
あ
る
。

(
一
石
須
田
千
里
「
鏡
花
文
学
に
お
け
る
前
近
代
的
素
材
(
下
)
」
(
「
圃
謂

圃
瓦
」
車
成
2
・

5
)

(
二
一
)
小
林
輝
治
「
鏡
花
に
お
け
る
「
民
諦
」
の
位
相
」
(
「
金
沢
大
学
語
文

・
文
学
研
究
」
昭
和
自
主

(
四
)
吉
田
昌
志
「
鏡
花
ゆ
か
り
の
人
々
」
(
「
泉
鏡
花
研
究
会
会
報
」
平
成

9

・5
)
参
照

(
五
)
前
掲
柳
田
『
故
郷
七
十
年
』
多
照

(
大
)
「
泉
鏡
花
座
談
会
」
(
「
文
芸
春
秋
」
昭
和
2
・

8
)
に
お
け
る
柳
田

と
鏡
花
の
会
話
か
ら
、
「
少
紳
士
」
が
柳
田
で
あ
る
と
分
か
る
。

(
七
)
例
え
ぽ
「
読
者
よ
り
見
た
る
自
然
派
小
説
」
(
「
文
章
世
界
」
明
治
判

-
4
)
に
は
「
又
一
つ
面
白
く
な
い
と
思
ふ
事
は
、
自
然
派
と
い
ふ

と
専
ら
肉
慾
を
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
盲
ふ
こ
と
で
あ
る
。
尤
も

同
じ
く
自
然
主
義
だ
と
い
ふ
人
々
の
中
に
も
い
ろ
/
¥
あ
ら
う
が
、

兎
も
角
も
肉
慾
ば
か
り
を
描
か
う
と
い
ふ
様
な
の
は
悪
い
趣
味
だ
と

思
ふ
J

と
あ
り
、
「
新
旧
両
時
代
の
瓦
芸
」
(
「
無
名
通
信
」
明
治
担

-m)
に
も
「
自
然
主
義
も
い
与
だ
ら
う
け
れ
ど
も
、
素
人
写
真
の

曹
ひ
た
て
に
友
人
や
兄
弟
ば
か
り
を
写
し
て
ゐ
て
は
仕
方
が
な
い
。
」
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と
あ
る
。

(
人
)
東
雅
夫
『
百
鞠
語
の
百
怪
』
(
平
成
日
・
7
、
角
川
書
唐
)

(
九
)
田
中
貴
子
『
鏡
花
と
怪
異
』
(
平
成
四
・

1
平
凡
社
)

(一

O
)
笠
原
伸
夫
『
評
伝
泉
鏡
花
』
(
平
成
7
・
ー
、
白
地
杜
)

(
一
一
}
田
中
励
儀
「
「
峰
茶
屋
心
中
」
の
成
立
過
程

l
l泉
鏡
花
と
神
一
一
戸
」

『
泉
鏡
花
文
字
の
成
立
』
平
成
9
・
口
、
双
文
社
出
旗
)

(
三
一
)
笠
原
伸
夫
「
鏡
花
世
界
、
あ
る
い
は
ヱ
ロ
ス
の
繭
」
(
『
泉
鏡
花
ヱ

ロ
ス
の
繭
』
昭
和
由

-
m、
圃
文
社
)

(
二
一
一
)
田
中
励
儀
コ
黒
髪
」
「
龍
胆
と
撫
子
」
の
成
立
過
程
|
|
編
修
資

料
の
調
査
を
と
お
し
て
|
|
」
(
「
文
辛
」
平
成
M
・
7
)

(
一
四
)
こ
の
時
期
の
作
品
で
は
、
そ
の
他
に
も
、
須
田
千
里
「
解
説
」
(
『
新

編
泉
鏡
花
集
』
第
八
巻
、
平
成
M
・
1
、
岩
波
書
眉
)
が
「
唄
立
山

心
中
一
曲
」
(
「
改
造
」
大
正

9
・
U
)
に
お
け
る
柳
田
の
影
響
を
指

摘
し
て
い
る
。

(
一
五
)
森
田
健
治
「
〈
物
語
〉
の
複
数
性
|
|
「
龍
胆
と
撫
子
」
と
「
山

海
評
判
記
」
」
『
論
集
昭
和
期
の
泉
鏡
花
』
平
成
M
・
5
、
お
う
ふ
う
)

(
一
六
)
工
藤
三
害
男
「
『
帰
国
』
及
び
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
(
「
回

山
花
袋
記
念
文
学
館
研
究
紀
要
」
平
成
M
・
主
事
照

(
一
七
)
喋
川
全
次
『
サ
ン
カ
と
説
教
強
盗
』
増
補
版
〔
平
成
6
・
ロ
、
批

評
社
)
掲
載
の
翻
刻
を
番
照
し
た
.

(
一
人
)
藤
津
持
幸
「
柳
田
国
男
と
泉
鏡
花
」
(
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
3
・

ロ)

{
一
九
)
山
固
有
策
「
貝
と
河
童
と
花
祭
り
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」
平
成
9

・3
)

(二

O
)
吉
田
国
志
「
解
説
」
(
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
第
四
巻
、
平
成
M

8

、

岩
波
害
賠
)

{
一
一
二
小
林
輝
治
コ
山
海
評
判
記
」
成
立
の
背
景
|
|
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

の
美
学
|
|
」
(
「
園
語
圏
文
学
」
昭
和
田
・

2
)
、
野
口
武
彦
「
魂
の

水
中
回
廊
|
|
泉
鏡
花
の
『
山
海
評
判
記
』
」
(
「
海
燕
」
昭
和
曲
・
日
}

他

竺
一
二
)
吉
田
目
志
「
年
譜
」
(
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
三
、
平
成
田

1
、

岩
波
書
庖
)
昭
和
四
年
三
月
十
人
日
の
項
寧
照

士
一
二
一
)
中
西
由
紀
子
コ
山
海
評
判
記
」
を
読
む
た
め
に
|
|
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
の
改
訂
再
考
|
|
」
(
「
近
代
文
学
論
集
」
平
成
日
・

5

(
一
一
回
)
拙
稿
「
泉
鏡
花
「
何
伯
令
嬢
」
論
」
(
「
圃
語
圏
文
」
平
成
臼
旦

(
二
五
)
山
固
有
策
「
柳
田
園
男
と
近
代
文
学
|
|
泉
鏡
花
を
め
ぐ
っ
て

|
|
」
(
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
3
ロ
)
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付
記
鏡
花
作
品
の
引
用
は
『
鏡
花
全
集
』
(
昭
和
白
・

9
1平
成
1
・
1
、

岩
波
書
庖
)
に
、
柳
田
国
男
の
著
作
の
引
用
は
『
柳
田
国
男
全
集
』
(
平
成

9
・
m
E
M
・
5
、
筑
摩
書
房
)
に
拠
る
.
引
用
に
際
L
、
旧
字
を
新
字
に

改
め
、
ル
ピ
は
適
宜
省
略
し
た
。(あベ

あ
ゆ
み
・
本
学
文
学
研
究
科
聴
講
生
}

と
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る
。

(
人
)
東
雅
夫
『
百
鞠
語
の
百
怪
』
(
平
成
日
・
7
、
角
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書
唐
)

(
九
)
田
中
貴
子
『
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花
と
怪
異
』
(
平
成
四
・

4
平
凡
社
)

(一

O
)
笠
原
伸
夫
『
評
伝
泉
鏡
花
』
(
平
成
7
・
ー
、
白
地
杜
)

(
一
一
}
田
中
励
儀
「
「
峰
茶
屋
心
中
」
の
成
立
過
程

l
l泉
鏡
花
と
神
一
一
戸
」

(
『
泉
鏡
花
文
字
の
成
立
』
平
成
9
・
口
、
双
文
社
出
旗
)

(
三
一
)
笠
原
伸
夫
「
鏡
花
世
界
、
あ
る
い
は
ヱ
ロ
ス
の
繭
」
(
『
泉
鏡
花
ヱ

ロ
ス
の
繭
』
昭
和
由

-
m、
圃
文
社
)

(
二
一
一
)
田
中
励
犠
コ
黒
髪
」
「
龍
胆
と
撫
子
」
の
成
立
過
程
|
|
爾
修
資

料
の
調
査
を
と
お
し
て
|
|
」
(
「
文
辛
」
平
成
M
・
7
)

(
一
四
)
こ
の
時
期
の
作
品
で
は
、
そ
の
他
に
も
、
須
田
千
里
「
解
説
」
(
『
新

編
泉
鏡
花
集
』
第
八
巻
、
平
成
M
・
1
、
岩
波
書
眉
)
が
「
唄
立
山

心
中
一
曲
」
(
「
改
造
」
大
正

9
・
U
)
に
お
け
る
柳
田
の
影
響
を
指

摘
し
て
い
る
。

(
一
五
)
森
田
健
治
「
〈
鞠
語
〉
の
複
数
性
|
|
「
龍
胆
と
撫
子
」
と
「
山

海
評
判
記
」
」
奇
論
集
昭
和
期
の
泉
鏡
花
』
平
成
M
・
5
、
お
う
ふ
う
)

(
一
六
)
工
藤
三
帯
男
「
『
帰
国
』
及
び
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
(
「
回

山
花
袋
記
念
文
学
館
研
究
紀
要
」
平
成
日
・

3
)
書
照

(
一
七
)
穣
川
全
次
『
サ
ン
カ
と
説
教
強
盗
』
増
補
版
〔
平
成
6
・
ロ
、
批

評
社
)
掲
載
の
翻
刻
を
書
照
し
た
.

(
一
人
)
藤
淳
持
幸
「
柳
田
国
男
と
泉
鏡
花
」
(
「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
3
・

ロ)

{
一
九
)
山
固
有
策
「
貝
と
河
童
と
花
祭
り
」
(
「
圃
語
と
圃
文
学
」
平
成
9

・3
)

(二

O
)
吉
田
自
志
「
解
説
」
(
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
第
四
巻
、
平
成
M

8

、

岩
波
害
賠
)

{
一
一
二
小
林
輝
拾
コ
山
海
評
判
記
」
成
立
の
背
景
|
|
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

の
美
学
|
|
」
(
「
圃
語
国
文
学
」
昭
和
田
・

2
)
、
野
口
武
彦
「
魂
の

水
中
回
廊
|
|
皇
鏡
花
の
『
山
海
評
判
記
』
」
(
「
海
燕
」
昭
和
曲
・
日
}

他

竺
一
二
)
吉
田
昌
志
「
年
帯
」
(
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
三
、
平
成
田

1
、

岩
波
書
庖
)
昭
和
四
年
三
月
十
人
日
の
項
多
照

士
一
二
一
)
中
西
由
紀
子
コ
山
海
評
判
記
」
を
読
む
た
め
に
|
|
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
の
改
訂
再
考
|
|
」
(
「
近
代
文
学
論
集
」
平
成
日
・

5

(
一
一
回
)
拙
稿
「
泉
鏡
花
「
何
伯
令
嬢
」
論
」
(
「
圃
語
圏
文
」
平
成
目
旦

(
二
五
)
山
固
有
策
「
柳
田
国
男
と
近
代
文
学
|
|
泉
鏡
花
を
め
ぐ
っ
て

|
|
」
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「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
3
ロ
)

-29 -

付
記
鏡
桔
作
品
の
引
用
は
『
鏡
花
全
集
』
(
昭
和
白
・

9
1平
成
1
・
1
、

岩
波
書
眉
)
に
、
柳
田
国
男
の
著
作
の
引
用
は
『
柳
田
国
男
全
集
』
(
平
成

9
・
m
E
M
・
5
、
筑
摩
書
房
)
に
拠
る
.
引
用
に
際
L
、
旧
字
を
新
字
に

改
め
、
ル
ピ
は
適
宜
省
略
し
た
。(あベ

あ
ゆ
み
・
本
学
文
学
研
究
科
聴
講
生
}


